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遊
び
と
は
生
き
る
力
の
源

子
ど
も
に
と
っ
て
遊
び
と
は
、

「
自
分
が
生
き
、
他
人
を
生
か
し
、

人
と
し
て
成
長
し
、
共
に
生
き
て

い
く
力
の
源
」
と
い
わ
れ
ま
す
。

遊
び
を
通
し
て
、
自
主
性
や
も
の

ご
と
を
や
り
抜
く
気
力
、
創
意
工

夫
す
る
力
、
協
調
性
、
思
い
や
り
、

ま
わ
り
の
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
能
力
、忍
耐
力
、判
断
力
、勇

気
、
危
険
を
回
避
す
る
安
全
能
力

な
ど
を
体
得
し
て
い
き
ま
す
。※
１

失
わ
れ
る
三
つ
の「
間
」

子
ど
も
た
ち
は
塾
通
い
や
習
い

事
な
ど
に
忙
し
く
、
近
所
に
も
子

ど
も
が
い
な
か
っ
た
り
し
ま
す
。

友
達
同
士
で
遊
ぶ
「
時
間
」、
子

ど
も
が
自
由
に
遊
べ
る
「
空
間
」、

近
所
の
友
達
や
異
年
齢
の
子
ど
も

同
士
が
遊
ぶ
「
仲
間
」
と
い
う
、

子
ど
も
の
遊
び
に
必
要
な
三
つ
の

「
間
」
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
と
い

い
ま
す
。

ま
た
、
最
近
の
子
ど
も
は
、
自

尊
感
情
（
自
己
肯
定
感
）
が
低
い

傾
向
に
あ
り
、
そ
の
一
因
と
し
て

「
体
験
活
動
不
足
」、「
群
れ
遊
び

不
足
」、「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

機
会
の
減
少
」が
あ
る
よ
う
で
す
。

冒
険
遊
び
場
で
は
、
子
ど
も
た

ち
が
自
由
な
発
想
で
遊
べ
る
環
境

や
仲
間
が
集
ま
る
場
所
を
提
供
し

て
い
ま
す
。
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
三

つ
の
「
間
」
を
取
り
戻
す
場
と
し

て
期
待
さ
れ
て
い
る
「
冒
険
遊
び

場
」
…
そ
の
取
組
み
を
紹
介
し
ま

す
。※

１　
『
遊
び
の
力
─
遊
び
の
環
境
づ

く
り
30
年
の
歩
み
と
こ
れ
か
ら
』（
大

村
璋
子
，
大
西
宏
治
，
齋
藤
啓
子
，

首
藤
万
千
子
，
関
戸
ま
ゆ
み
著　

萌

文
社
）
よ
り
抜
粋

子
ど
も
の
遊
び
に
迷
う

な
が
は
ま
冒
険
あ
そ
び
場
は
、

毎
月
第
３
土
曜
日
、
豊
公
園
の
一

角
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
平
成
23

年
の
12
月
に
市
内
在
住
の
子
を
も

つ
母
親
４
人
で
立
ち
あ
げ
ま
し

た
。「

私
が
子
ど
も
の
頃
は
、
田
ん

ぼ
で
近
所
の
友
だ
ち
と
鬼
ご
っ
こ

や
ボ
ー
ル
遊
び
な
ど
、
暗
く
な
る

ま
で
遊
ん
で
い
ま
し
た
。
で
も
今

の
子
ど
も
た
ち
は
、
家
の
中
で

ゲ
ー
ム
を
し
た
り
、
形
の
決
ま
っ

た
遊
び
に
頼
り
が
ち
。
外
に
出
て

も
、
公
園
で
は
『
ボ
ー
ル
遊
び
禁

止
』
な
ど
禁
止
事
項
が
多
く
、
伸

び
伸
び
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
な
い
子

ど
も
の
姿
に
不
安
を
覚
え
て
い
ま

し
た
。
ま
た
一
方
で
は
、
子
ど
も

た
ち
の
ち
ょ
っ
と
し
た
や
ん
ち
ゃ

に
も
、
汚
し
て
は
ダ
メ
、
危
な
い

こ
と
を
し
て
は
ダ
メ
な
ど
、
つ
い

つ
い
子
ど
も
た
ち
の
『
や
っ
て
み

た
い
』
思
い
を
止
め
て
し
ま
う
自

分
も
あ
り
、
迷
っ
て
い
ま
し
た
」

と
話
す
の
は
、
な
が
は
ま
冒
険
あ

そ
び
場
つ
く
ろ
う
の
会
世
話
人
の

川
瀬
順
子
さ
ん
。

川
瀬
さ
ん
は
、
県
社
会
福
祉
協

議
会
が
主
催
し
た
冒
険
遊
び
場
の

講
演
会
で
、「
子
ど
も
は
ア
メ
ー

バ
の
よ
う
に
柔
軟
な
発
想
や
好
奇

心
で
、
手
や
足
、
心
を
様
々
に
伸

ば
す
の
が
本
来
の
姿
。
今
の
大
人

は
、
自
分
の
思
い
描
く
型
に
は
め

た
『
小
さ
な
大
人
』
を
育
て
よ
う

と
し
て
い
る
」
と
い
う
講
師
の
話

を
聞
い
た
と
き
、
ハ
ッ
と
し
て
、

冒
険
遊
び
場
へ
の
関
心
が
高
ま
っ

た
と
い
い
ま
す
。

特
集

子
ど
も
の
遊
び
を
考
え
る

〜
冒
険
遊
び
場
を
通
じ
て
〜

　
毎
月
１
回
、
豊
公
園
と
賤
ヶ
岳
麓
の
古
民
家
に
、
子
ど
も
た
ち
の

に
ぎ
や
か
な
声
が
響
き
渡
り
ま
す
。

　
こ
こ
は
、「
冒
険
遊
び
場
」。
冒
険
遊
び
場
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が

主
役
と
な
り
、
自
由
な
発
想
で
「
遊
び
」
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。
そ

こ
は
火
を
使
っ
た
り
、
木
に
登
っ
た
り
、
何
か
も
の
を
つ
く
っ
た
り
、

自
分
の
「
や
っ
て
み
た
い
と
思
う
こ
と
」
を
実
現
し
て
い
く
場
と
し

て
全
国
的
に
も
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
特
集
で
は
、
冒
険
遊
び
場
の
活
動
を
通
し
て
、
子
ど
も
の

遊
び
環
境
の
現
状
や
課
題
、
そ
し
て
、
今
の
子
ど
も
達
に
必
要
な
子

ど
も
の
遊
び
と
は
何
か
を
考
え
ま
す
。

1 ロープ遊び、落っこちそ
う！　2 自分が作ったリン
ゴジュース、おいしかった
よ　3 力と知恵を使って秘
密基地づくり　4 あちちち
…焼けたかな　5 竹パン早
くできないかな　6 水たま
りで競走だ
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自
分
の
責
任
で
自
由
に
遊
ぶ

な
が
は
ま
冒
険
あ
そ
び
場
で

は
、「
自
分
の
責
任
で
自
由
に
遊

ぶ
」を
モ
ッ
ト
ー
に
し
て
い
ま
す
。

木
登
り
や
木
の
ロ
ー
プ
遊
び
、
秘

密
基
地
づ
く
り
な
ど
普
段
で
き
な

い
こ
と
に
挑
戦
し
た
り
、
の
こ
ぎ

り
や
か
な
づ
ち
で
何
か
を
作
っ
た

り
、
草
花
摘
み
、
木
々
の
な
か
で

の
か
く
れ
ん
ぼ
、
さ
ら
に
、
た
き

火
で
焼
き
リ
ン
ゴ
、
卵
焼
き
、
竹

パ
ン
作
り
な
ど
、
次
々
と
、
い
ろ

い
ろ
な
遊
び
が
生
ま
れ
て
い
ま

す
。
子
ど
も
た
ち
の
「
や
っ
て
み

た
い
」
を
大
切
に
し
て
、
と
こ
と

ん
遊
べ
る
環
境
を
作
っ
て
い
ま

す
。ま

た
、賤
ヶ
岳
冒
険
遊
び
場
は
、

平
成
24
年
11
月
に
３
人
の
母
親
が

立
ち
あ
げ
、
毎
月
第
２
土
曜
日
、

木
之
本
町
大
音
の
古
民
家
を
借
り

て
活
動
し
て
い
ま
す
。

世
話
人
の
三
國
陽
子
さ
ん
は
、

「
今
の
遊
び
場
は
、
子
ど
も
に
遊

び
を
与
え
て
し
ま
っ
て
い
る
感
じ

が
し
て
、
何
か
違
う
と
感
じ
て
い

ま
し
た
。
偶
然
情
報
誌
の
冒
険
遊

び
場
特
集
を
見
て
、
い
つ
か
は
こ

う
い
う
遊
び
場
を
作
っ
て
み
た
い

と
思
っ
て
い
ま
し
た
」
と
話
し
ま

す
。遊

び
は
、
お
く
ど
さ
ん
の
あ
る

古
民
家
を
活
か
し
て
、
地
域
の
人

も
参
加
し
、
子
ど
も
か
ら
祖
父
母

世
代
ま
で
、
世
代
を
超
え
た
交
流

の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

大
人
は
、
子
ど
も
の
活
発
な
遊

び
に
、
つ
い
つ
い
「
あ
れ
ダ
メ
、

こ
れ
ダ
メ
」
と
口
を
出
し
が
ち
で

す
。
で
も
そ
こ
で
ち
ょ
っ
と
堪
え

て
、
子
ど
も
た
ち
の
遊
び
を
見
守

り
つ
つ
、
大
人
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
ん
で
い
ま

す
。

子
ど
も
が
子
ど
も
ら
し
く

あ
る
姿
を

川
瀬
さ
ん
は
、「
学
校
で
は
、

勉
強
や
ス
ポ
ー
ツ
の
出
来
で
評
価

さ
れ
が
ち
で
す
が
、
遊
び
の
場
で

は
、
木
登
り
名
人
、
木
工
づ
く
り

名
人
、
料
理
名
人
な
ど
、
子
ど
も

そ
れ
ぞ
れ
の
特
技
が
友
達
か
ら
評

価
さ
れ
、
そ
れ
が
子
ど
も
の
自
信

へ
と
つ
な
が
っ
て
い
る
よ
う
で

す
」
と
、
遊
び
場
の
よ
さ
を
強
調

し
ま
す
。

「
子
ど
も
は
、
自

然
の
中
で
、
や
っ
て

み
た
い
こ
と
を
体

い
っ
ぱ
い
使
っ
て
夢

中
に
な
っ
て
遊
び
ま

す
。
体
中
泥
ん
こ
に

な
っ
て
遊
ん
だ
り
、

時
に
は
ケ
ン
カ
や
、

や
ん
ち
ゃ
な
こ
と
も

し
ま
す
。
子
ど
も
が

子
ど
も
ら
し
く
あ
る
姿
を
あ
た
り

前
に
認
め
、
見
守
れ
る
大
人
の
輪

を
た
く
さ
ん
広
げ
て
い
き
た
い
。

そ
し
て
い
ず
れ
は
、
冒
険
遊
び
場

が
な
く
て
も
、
子
ど
も
の
『
や
っ

て
み
た
い
』
を
大
切
に
で
き
る
世

の
中
に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
」

と
期
待
を
込
め
ま
し
た
。

子
ど
も
は
遊
び
の
天
才
と
言
わ

れ
ま
す
が
、
そ
の
天
才
の
芽
を
摘

ん
で
い
る
の
は
大
人
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。私
た
ち
大
人
が
幼
少
時
代
、

外
で
思
う
存
分
群
れ
て
遊
ん
で
い

た
よ
う
に
、
今
の
子
ど
も
た
ち
に

も
「
遊
び
」
を
通
じ
て
、
た
く
さ

ん
の
こ
と
を
体
験
さ
せ
た
い
。「
遊

び
」
が
あ
ふ
れ
る
暮
ら
し
豊
か
な

ま
ち
を
つ
く
る
た
め
に
、
私
た
ち

に
は
何
が
で
き
る
の
か
、
今
一
度

見
つ
め
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
５

月
５
日
は
こ
ど
も
の
日
で
す
。

1 できるかな、ドキドキワクワク、大人はハラハラ　2 木登り、こんな高いところまで初めて登れたよ　
3 地域の人に見守られながら遊ぶ子どもたち　4 ロープと木で手づくりブランコ。気持ちいい！　
5 賤ヶ岳冒険遊び場

　ながはま冒険あそび場　
◦活動日　　毎月第３土曜日
◦活動場所　豊公園（公園町）
◦参加費　　無料
◦持ち物　　汚れてもよい服装（着替え）、水筒、おにぎり、
　　　　　　焼いて食べたい食材
問 長浜市社会福祉協議会　☎0749−62−1804
Eメール nagahama_asobiba@yahoo.co.jp　　
Facebook  https://www.facebook.com/nagahama.asobiba

　賤ヶ岳冒険遊び場　
◦活動日　　毎月第２土曜日
◦活動場所　木之本町大音の古民家（賤ヶ岳リフト乗り場近く）
◦参加費　　無料
◦持ち物　　汚れてもよい服装（着替え）、水筒、おにぎり、
　　　　　　焼いて食べたい食材
問 長浜市社会福祉協議会　TEL　0749-62-1804
Eメール sizugatake_boukenasobiba@yahoo.co.jp
Facebook  https://www.facebook.com/sizugatake

みんな気軽に遊びにきてね
〜市内の冒険遊び場紹介〜
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行政出前講座のご案内
　市職員が地域に出向き、市の取組みや暮らしに役立つ情報などを説明する「行政出前講座」。
　今年度は49の講座を用意しました。「防災体験をしたい」「地域の歴史について知りたい」「健康に過
ごすためには」など、皆さんの注文に応えます。
　下記講座から選び、気軽に注文してください。	

講座に関する全般的な問合せは、市民協働推進課　（☎６５－８７２２）

●注文できる人… 市内在住または在勤の10人以上(参加者)のグループ
 ※自治会や老人クラブ、まちづくり委員会、趣味・同好会など
●注文方法………  各担当課へ直接電話で、希望の講座名、出前希望日、グループ名および代表者名、連絡先、参加

人数、会場をお知らせください。なお、他の公務の都合等により、希望の日時に市職員がお伺い
できない場合がありますので、あらかじめご了承ください。 

●会　　場……… 申込みされたグループで用意してください。 
●料　　金……… 無料。ただし、会場使用料などの経費、原材料費などは申込みグループで負担ください。

ご注文の
方法は？

■表の見かた
講　　　　座　　　　名 担 当 課 連 絡 先 所要時間

内　　　　　　容

くらし
明るい選挙のすすめ　～考えてみませんか、大切な一票～ 選挙管理委員会事務局 ☎６５－６５０３ 30～60分

選挙の制度やしくみ、一人の有権者として選挙運動にかかわる場合に気をつけなければならないことなどを説明します。

考えてみませんか！公共交通とマイカーの使い分け 都市計画課交通対策室 ☎６５－６５６２ 60～90分
車に依存している私たちの生活を見つめ直し、公共交通の良さについて考えます。
・市内の公共交通（鉄道、路線バス、デマンドタクシー）の現状について説明します　・自治会から公共交通へのアクセスについて説明します
・マイカーと公共交通のかしこい使い分けについて一緒に考えていきます

防犯・防災
自主防犯のすすめ　～みんなでつくろう安心のまち～ 市民協働推進課 ☎６５－８７２２ 30分

市内の犯罪発生状況や、自主防犯グループのつくり方、防犯活動の取り組み方を説明するほか、防犯灯の設置補助制度の説明も行います。

地震対策と自主防災のすすめ 防災危機管理課 ☎６５－６５５５ 90分
地震や水害等で予測される本市での被害想定や危険性等の説明をはじめ、家庭でできる非常時の備えや家具の転倒防止、自主防災の必要性、市
内の自主防災組織の取組みなどを紹介します。

地域防災体験講座 姉川コミュニティ防災
センター ☎６４－５２８１ 60～180分

救急救命講習（心肺蘇生法、ＡＥＤ取扱講習）、煙体験、放水訓練、消火器取扱訓練、災害図上訓練のほか、子どもを対象とした防災クイズ、
紙芝居など、わかりやすく実体験を取り入れた講座です。

自宅の耐震性能を知っていますか？ 開発建築指導課 ☎６５－６５４３ 60分
木造住宅の耐震性について、わかりやすく解説します。

財　政
長浜市の財政について 財政課 ☎６５－６５０６ 60分
本市の財政状況および今後の課題などについて、わかりやすく説明します。

行政改革
長浜市の行政改革の取組み 人事課経営企画室 ☎６５－６７０２ 30分
本市の行政改革はどのように取り組んでいるのか、そもそも行政改革って何をしているのか。行政改革大綱に基づく取組みについて、疑問・質
問に答えます。

人権・男女共同参画
ワーク・ライフ・バランスってなあに？～男女共同参画の視点から～ 人権施策推進課 ☎６５－６５６０ 60分
ビデオの鑑賞を通して、男女共同参画の視点から、「ワーク・ライフ・バランス」について皆さんと考えます。

気づくことから始めよう　～男女共同参画～ 人権施策推進課 ☎６５－６５６０ 60分
ボランティアグループの朗読劇の鑑賞や、ワークショップを体験しながら、「男女共同参画」について皆さんと考えます。

人権ってなあに？ 人権施策推進課 ☎６５－６５６０ 30～60分
私たちの幸せな暮らしに必要な「人権」。でも、なんだかちょっと難しいかも…。いいえ、そんなことはありません。「いのち」や「こころ」の
大切さについて、いっしょに考えてみませんか？希望や対象に合わせたメニューを用意します。
メニューの一例　＊絵本や紙芝居から学ぼう ＊朗読劇から学ぼう ＊じんけんクイズから学ぼう ＊ビデオから学ぼう　など

まちづくり
協働でつくる輝きと風格のあるまち　長浜に向けて 企画政策課 ☎６５－６５０５ 40～50分
10年後のまちの姿を展望して、めざすべき将来像を定め、その実現に向かう最も基本となる市の方針について紹介します。

地縁団体ってなあに？　～自治会法人化の手引き～ 市民協働推進課 ☎６５－８７２２ 30～40分
自治会を法人化（地縁団体認可）する目的と申請時に必要な手続きを説明します。

長浜市の地域づくり 市民協働推進課 ☎６５－８７２２ 60分
家庭や自治会だけでは解決が困難なことや、防犯・防災など地域のさまざまな課題を、地域と行政が役割分担を市ながら協働して取り組むうえ
で重要な担い手となる「地域づくり協議会」について説明します。

長浜市の景観について　～よりよいまちなみを目指して～ 都市計画課 ☎６５－６５６２ 45～60分
次の内容について、わかりやすく説明します。
・長浜らしい良好な景観を活かし、次代へと継承する「景観まちづくり」の取組みや支援策について
・屋外広告物を活かした良好な景観を形成するための取組みや協定制度について

みどりのまちづくりについて 都市計画課 ☎６５－６５４１ 45～60分
みどりの基本計画の内容や都市におけるみどりの役割、みどりを保全・活用した取組みや支援策について説明します。

長浜市の都市計画
～これからのまちづくりについて　より良いまちにするために～ 都市計画課 ☎６５－６５６２ 45～60分

都市計画マスタープランや都市施設（道路・公園等）の整備、地区計画制度など、より良いまちをつくるための取組みについて事例を交えてわ
かりやすく説明します。

獣害に立ち向かう里づくり 森林整備課鳥獣害対策室
北部振興局産業振興課

☎６５－６５２２
☎８２－５９０２ 60～90分

野生獣による農作物被害が増加しています。集落ぐるみで獣害に立ち向かえる被害防止対策を説明します。

環　境
身近な環境問題　～温暖化対策と省エネ～ 環境保全課 ☎６５－６５１３ 30～40分
次の内容について、わかりやすく説明します。
　（1）温暖化ガス排出の状況
　（2）あなたにできる、私にできる温暖化対策　・家庭でできる楽エコ・節電（夏、冬そして春秋も）　・省エネ　・エコドライブ

身近な環境問題　～私たちの暮らしと環境問題～ 環境保全課 ☎６５－６５１３ 45～60分
ゴミの分け方・出し方の疑問点について、わかりやすく説明します。

再生可能エネルギーによる発電講座 環境保全課 ☎６５－６５１３ 60分
太陽光・熱、水力、風力、木質バイオマス燃料などの再生可能エネルギーの基礎知識や補助金制度等について説明します。

下水道のしくみ・下水道経営と長浜市の公共下水道の歩み 上下水道課 ☎６５－１６００ 45～60分
各家庭や事業所から出る汚水はどのように処理されて琵琶湖に還るのでしょうか？流域下水道処理施設のDVD鑑賞と、下水道の経営について紹
介します。

広報ながはま　2013年５月　67　広報ながはま　2013年５月



行政出前講座のご案内

産　業
　「人・農地プラン」を作成しよう！ 農政課 ☎６５－６５２２ 60分
　「人・農地プラン」とは、地域農業における課題について地域で話し合い、５年先の地域農業のあり方について集落ぐるみで検討し作成する、
地域農業の維持・発展のための道しるべとなる計画です。作成する目的や作成手順、メリット等について詳しく説明します。

消費生活
消費者トラブル１１０番 消費生活相談室 ☎６５－６５６７ 90～120分
・「悪質商法のトラブルに遭わないために」・「トラブルに遭ってしまったときの対応について」わかりやすく説明します。

健　康
子育てワンポイントアドバイス
①事故防止と対応の仕方 健康推進課 ☎６５－７７７９ 60分

乳幼児の生活やその中に潜む事故の危険性および対応の仕方について話します。

②乳幼児期の子どもの発達について 健康推進課 ☎６５－７７７９ 60分
子どもはどのように発達していくのかを話します。

知ってますか？休日の病院のかかり方 健康推進課 ☎６５－７７７９ 30分
休日や祝日など、病院が開いていない時に限って、病気になることがありませんか?そんな時に慌てなくてもいいように、病院の受診の仕方を
話します。 

健康はあなたのため、家族のため、みんなのため
①がん編 健康推進課 ☎６５－７７７９ 60分

長浜市民の死亡原因第１位であるがん。身近な人をがんで亡くさないために、がんのメカニズムと予防方法、検診の大切さをお伝えします。

②高血圧・糖尿病編 健康推進課 ☎６５－７７７９ 60分
脳卒中・心臓病・腎不全の原因である高血圧、糖尿病のメカニズムと予防方法の案内。血液検査の数値の見方、特定健診の大切さをお伝えします。

「大切なあなたの力になりたい」
～うつのサインと、気づいた時の対応方法～ 健康推進課 ☎６５－７７７９ 60分

「うつ病ってどんな病気？」「気づいたときにはどうしたらいいの？」「どのように接したらいいの？」あなたやあなたの大切な人のうつのサイ
ンに気づき、こころを元気にするためのヒントをお伝えします。

振り返ってみよう!毎日の食事
～あなたにちょうどいい「食事バランスについて～ 健康推進課 ☎６５－７７７９ 60分

「食事バランスコマ」をもとに、毎日の食事を振り返り、自分にとって〝ちょうどいい食事〟を知り、食生活を見直してみませんか。

改めて知ろう！歯と口のこと 健康推進課 ☎６５－７７７９ 60分
①講話：歯科衛生士　「むし歯予防編」または「歯周病予防編」のいずれかです。講話の内容は相談のうえ決定します。
②効果的な歯みがき方法
③セルフチェック

感染症から身を守ろう　～予防は正しい手洗いから～ 健康推進課 ☎６５－７７７９ 60分
インフルエンザやノロウイルスなどの感染症予防について話します。特に予防の基本である正しい手洗い方法について実演も行います。

後期高齢者医療制度のあれこれ 保険医療課 ☎６５－６５２７ 30分
後期高齢者医療制度のしくみをわかりやすく説明します。

みんなでささえあう国保 保険医療課 ☎６５－６５１２ 30分
国保制度のしくみについてわかりやすく説明します。

福　祉
しょうがい福祉のまちづくり しょうがい福祉課 ☎６５－６５１８ 60分
しょうがいのある人・子どもの教育や就労、社会参加を支援するしくみや、生活を支える事業（障害者自立支援法サービスなど）について説明
します。また、しょうがいの有無に関わらず、誰もが自分らしい生活を送ることのできる、住みよいまちづくりについて皆さんと考えます。

長浜市避難支援・見守り支えあい制度について
～地域で支える　避難支援と日ごろの見守り～ 社会福祉課 ☎６５－６５３６ 30～60分

長浜市避難支援・見守り支えあい制度の内容や長浜市避難支援・見守り支えあい計画（個別計画）の作成について説明します。

介護保険のいろは 高齢福祉介護課 ☎６５－７７８９ 30分
「介護保険サービスってどんなものがあるの？」「要介護認定はどうやって受けたらいいの？」など、介護保険制度のしくみやサービスの利用方
法について話します。

認知症になっても安心して暮らせるまちづくり
～認知症サポーター養成講座～ 地域包括支援課 ☎６５ー７８４１ 60～90分

認知症の人が安心して暮らせるまちにするために、長浜市認知症キャラバンメイトが認知症サポーターを養成する講座を行います。この講座を
受けた人は認知症サポーターとなり、その証として「認知症の人のためにお手伝いします」というメッセージを込めた「オレンジリング」を渡
します。

介護予防～お口の元気はからだの元気　口からはじまる介護予防～ 地域包括支援課 ☎６５ー７８４１ 70～90分
高齢期を有意義に過ごすためには、おいしく食べ、楽しく話し、大いに笑うことが大切です。口の元気はからだの元気につながることから、口
腔機能を見直し、口の清掃や口腔体操の重要性について歯科衛生士から学びます。

介護予防　～食べ方の工夫で今日からいきいきと～ 地域包括支援課 ☎６５ー７８４１ 70～90分
低栄養状態になると、筋力が低下し、転倒や骨折を起こしやすくなるだけでなく、日常生活動作が徐々に低下し、やがては介護状態を引き起こ
します。高齢期をいきいきと過ごせるための食生活について試食を交えながら管理栄養士から学びます。

介護予防　～転ばないからだづくりのために～ 地域包括支援課 ☎６５ー７８４１ 70～90分
下肢筋力向上体操「ながはまきゃんせ体操」を普段の生活の中で実践できるように、介護予防サポーターとともに実践を交えて紹介します。

あなたの気づき・勇気が「子ども虐待防止」につながります 子育て支援課家庭児童
相談室 ☎６５－６５４４ 30～60分

子ども虐待とはどのような行為なのか。子どもへの虐待の影響・虐待に気づくためのポイントなどわかりやすく説明します。

生涯学習
絵本の読み聞かせってなあに？ 長浜図書館 ☎６３－２１２２ 60～120分
園・学校や家庭で、盛んに行われている読み聞かせ。実際にやってみたいけれど、どうすれば？絵本の選び方や、対象にあわせた読み聞かせの
仕方などをわかりやすく紹介します。

文化・歴史

長浜の歴史を学ぶ 文化財保護センター ☎６４－０３９５
60分～90分
（講座）

120分～240分
（現地研修）

《講座》１．長浜市の古代を学ぶ（縄文時代から奈良時代までの歴史や遺跡を中心に学びます）　2.戦国時代の長浜（戦国時代の長浜をわかりや
すく説明します）　3.長浜の遺跡を知る（葛籠尾崎湖底遺跡、史跡古保利古墳群などの遺跡を解説します）　4.湖北の仏像（仏像の見方や市内に
ある仏像の話です）　5.戦国大名浅井氏と小谷城（浅井亮政、久政、長政の三代の生涯から湖北の戦国時代を考えます）　

《現地研修》1.小谷城跡探訪　浅井氏三代が築いた日本屈指の山城跡を探訪します。探訪のコースがいくつかあります。　2.　長浜市の歴史的な
建造物　長浜市が修復を手がけた歴史的な建造物を現地で解説します。

歴史体験講座 文化財保護センター ☎６４－０３９５ 30～90分
（講座による）

《体験講座》1.勾玉を作ろう～古代の装身具～蝋石を削って勾玉を作ります。古代の技術を体験し、製作する感動が得られます。サンドペーパー
で作るので安全です（材料費300円～500円）　2.火おこしをしよう　古代の人々がどのようにして火を起こしていたかを体験できます。また、
火の大切さについても学びます。　3.縄文時代の模様を描こう　縄文土器の文様を紙粘土に描きます（材料費100円）

あなたが選ぶ歴史のお話　～長浜の歴史・文化を学ぶ～ 長浜城歴史博物館 ☎６３－４６１１ 30～90分
学芸員が郷土の歴史や文化について話します。「湖北の先人について詳しく知りたい」、「地元の歴史について学びたい」など、皆さんの歴史文
化に関する要望にできる限り応えます。

国際交流
ブラジルからこんにちは！　～異文化を学びましょう～ 市民協働推進課 ☎６５－８７１１ 60分
異文化を理解するとはどういうことか、異文化コミュニケーションで大事なことは何か、などについてブラジル国籍の国際交流員が自身の体験
を交えながら話します。また生活習慣や伝統、文化について紹介します。

日本へようこそ　～日本での暮らしについて学びましょう～ 市民協働推進課 ☎６５－８７１１ 30～60分
外国人住民向けに、日本の生活習慣や文化、自治会という組織について、国際交流員が説明します。外国人住民が多く住む自治会からもぜひ問
合せください。
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専門スタッフが対応します

行
政
information

長浜市・京大発『ながはま０次健診』だより
糖尿病と血糖値

問 健康推進課（☎６５－７７７９）
	 北部健康推進センター（☎８５－６４２０）
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＊健診の詳細は、「平成25年度　健康づくり日程表」をご覧ください。（広報ながはま４月１日号と一緒に配布しています）

年に一度の健診受診を習慣に！
糖尿病は心臓病・脳卒中・重症合併症（失明・足の切断・人工透析）の原因になります。
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介護の悩みや認知症について
ご相談ください

福祉避難所の開設・運用等への
協力体制に関する協定を締結しました

問 地域包括支援課（☎６５－７８４１）

問 しょうがい福祉課（☎６５－６５１８）
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な
…
」

　
そ
ん
な
と
き
は
下
記
相
談
窓
口
ま
で
電

話
ま
た
は
来
庁
く
だ
さ
い
。

相
談
で
き
る
こ
と

◦
介
護
保
険
の
制
度
に
つ
い
て

◦
介
護
の
方
法
に
つ
い
て

◦
介
護
予
防
の
方
法
に
つ
い
て

◦
高
齢
者
の
生
活
や
権
利
擁
護
に
つ
い
て

　

市
で
は
、災
害
発
生

時
に
お
け
る
在
宅
の
要

援
護
者
支
援
事
業
の
一

環
と
し
て
、「
福
祉
避
難

所
の
設
置・
運
営
マ

ニ
ュ
ア
ル
」を
策
定
し
、

災
害
に
備
え
た
取
組
み

や
対
策
を
進
め
て
い
ま

す
。

　

３
月
28
日（
木
）、市

民
交
流
セ
ン
タ
ー
で

「
福
祉
避
難
所
」の
開
設

に
関
す
る
協
定
書
調
印

式
を
行
い
ま
し
た
。

　
災
害
時
に
、体
育
館
な
ど
で
の
避
難
所
で
は
生
活
が
困
難

な
し
ょ
う
が
い
者
や
、介
護
が
必
要
な
高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
、

安
心
し
て
避
難
生
活
を
送
れ
る
よ
う
、バ
リ
ア
フ
リ
ー
や
ケ

ア
環
境
が
整
っ
て
い
る
社
会
福
祉
施
設
な
ど
に
協
力
を
い
た

だ
き「
福
祉
避
難
所
」と
し
て
指
定
し
ま
し
た
。

　
こ
の
協
定
は
、避
難
所
の
設
置・
運
営
を
は
じ
め
、物
資
の

提
供
、人
材
派
遣
な
ど
を
含
む
包
括
的
な
内
容
と
な
っ
て
お

り
、高
齢
福
祉
法
人・
し
ょ
う
が
い
福
祉
法
人・
農
業
協
同
組

合
の
市
内
48
法
人（
福
祉
避
難
所
数
は
97
施
設
）と
協
定
を
結

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
地
震
や
風
水
害
、

原
子
力
災
害
に
備

え
、今
後
も
施
設
間

の
相
互
協
力
体
制

の
強
化
や
支
援
者

の
人
材
確
保
、物
資

の
備
蓄
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

◦
認
知
症
の
こ
と
や
受
け
ら
れ
る
サ
ー
ビ

ス
に
つ
い
て（
月・
火・
金
は
認
知
症
ケ

ア
相
談
員
が
対
応
し
ま
す
）

＊
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、社
会

福
祉
士
、保
健
師
、主
任
ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
と
い
っ
た
専
門
職
員
が
相
談
に

応
じ
ま
す
。

相
談
窓
口

●
長
浜
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
〈
市
役
所
東
別
館
１
階
〉（
八
幡
東
町
）

　
（
☎
６
５–

７
８
４
１
）

●
北
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
〈
高
月
支
所
１
階
〉（
高
月
町
渡
岸
寺
）

　
（
☎
８
５–

３
１
１
５
）

年
齢
と
糖
尿
病
の
関
係
に
つ
い
て

　
血
糖
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
能
力
は
、年
と
と

も
に
弱
ま
っ
て
い
く
の
で
、糖
尿
病
の
割
合
は
高

齢
に
な
る
ほ
ど
増
え
て
い
き
ま
す
。

　

０
次
健
診
デ
ー
タ
の
左
記
の
グ
ラ
フ
を
見
て

も
わ
か
る
よ
う
に
、年
齢
が
高
く
な
る
に
つ
れ
て

「
糖
尿
病
が
強
く
疑
わ
れ
る
人
」と「
糖
尿
病
の
可

能
性
が
否
定
で
き
な
い
人
」が
増
え
て
い
く
こ
と

が
ひ
と
目
で
わ
か
り
ま
す
。

　

年
齢
を
減
ら
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

「
年
を
と
る
ほ
ど
要
注
意
」と
い
う
意
識
を
も
っ

て
、正
し
い
食
生
活
と
適
度
な
運
動
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

※�

０
次
予
防
健
康
づ
く
り
事
業
は
、京
都
大
学
、長
浜
市
、

そ
し
て
市
民
の
皆
さ
ん
が
共
同
で
取
り
組
む
健
康
づ

く
り
事
業
で
す
。
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行
政
information

軽自動車税の減免申請を受付けます
【受付期間】５月７日（火）～５月24日（金）

問 税務課（☎６５－６５０８）

　

次
の
①
ま
た
は
②
に
該
当
す
る
人
が
、４
月
１
日
現

在
で
原
動
機
付
自
転
車・軽
自
動
車・２
輪
の
小
型
自
動

車
等
を
登
録
し
て
い
る
場
合
、軽
自
動
車
税
の
減
免
が

受
け
ら
れ
ま
す
。

①
身
体
障
害
者
手
帳・
戦
傷
病
者
手
帳・
療
育
手
帳・

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
い
ず
れ
か
の
交
付

を
受
け
、そ
の
し
ょ
う
が
い
の
程
度
が
一
定
以
上

の
本
人

②
満
18
歳
未
満
の
身
体
し
ょ
う
が
い
者
、知
的
し
ょ

う
が
い
者
、精
神
し
ょ
う
が
い
者
と
生
計
を
と
も

に
す
る
人

　

こ
の
他
に
、所
有
者・
運
転
者・
使
用
目
的
な
ど
の
要

件
、必
要
書
類
な
ど
が
あ
り
ま
す
の
で
、事
前
に
問
合
せ

く
だ
さ
い
。
ま
た
適
用
は
１
人
に
つ
き
１
台
の
た
め
、

普
通
車
で
自
動
車
税
の
減
免
を
受
け
て
い
る
場
合
は
、

軽
自
動
車
税
の
減
免
対
象
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

減
免
の
申
請
書
は
、５
月
24
日（
金
）ま
で
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　
軽
自
動
車
税
納
税
通

知
書
が
手
元
に
届
い
て

い
る
場
合
は
、減
免
申

請
の
際
に
併
せ
て
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、減
免
申
請
後

に
納
税
通
知
書
が
届
い

た
場
合
は
、減
免
の
承

認
通
知
が
届
く
ま
で
納

付
せ
ず
、保
管
し
て
く

だ
さ
い
。

　

県
道
丁
野
虎
姫
長
浜
線
の
全
線
開
通
を
祝
い
、４
月
７
日

（
日
）、地
元
の
地
域
づ
く
り
協
議
会
な
ど
で
つ
く
る
実
行
委
員

会
の
主
催
に
よ
り
、記
念
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
完
成
し
た
の
は
中
野
町
か
ら

五
村
ま
で
の
１・
13
キ
ロ
区
間
で
、地

域
の
発
展
や
交
通
の
利
便
性
向
上
、歩

行
者
等
の
安
全
確
保
な
ど
、さ
ま
ざ
ま

な
効
果
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、周
辺
道
路
の
通
行
形
態
が
変

わ
り
ま
し
た
の
で
、充
分
に
注
意
し
て

通
行
し
て
く
だ
さ
い
。

　

原
子
力
事
業
者
と
の
間
で
、滋
賀

県・
高
島
市
と
と
も
に
原
子
力
安
全

協
定
を
結
び
ま
し
た
。

　

約
２
年
に
お
よ
ぶ
協
議
が
整
い
、

４
月
５
日（
金
）、県
公
館
に
お
い
て

締
結
式
が
行
わ
れ
、原
子
力
安
全
対

策
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、事
業
者
と
の
継
続
的
な

協
議
を
行
い
、よ
り
一
層
の
安
全・

安
心
の
確
保
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
ゴ
ミ
減
量
か
ら
節
約
に
つ
な
が
る
様
々
な
ア
イ
デ
ア
や
、質
問
の

多
い
ゴ
ミ
の
分
別
方
法
な
ど
を
、12
回
に
わ
た
っ
て
毎
月
紹
介
し
て

い
ま
す
。

●
再
生
品・環
境
配
慮
商
品
を
選
ぶ
に
は
？

　
エ
コ
マ
ー
ク
、グ
リ
ー
ン
マ
ー
ク
、牛
乳
パ
ッ
ク
再
利
用
マ
ー
ク
な

ど
の『
環
境
ラ
ベ
ル
』を
目
印
に
、で
き
る
だ
け
環
境
へ
の
負
担
が
小

さ
い
も
の
を
選
ん
で
買
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

【
ゴ
ミ
の
出
し
方
…
よ
く
あ
る
質
問
】

問
：	

菓
子
箱
や
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ

ー
の
箱
、紙
管
類
は
、可
燃
ゴ
ミ

と
し
て
出
す
の
？

答
： 

ゴ
ミ
の
減
量
を
図
る
た
め
、古

紙
の
ダ
ン
ボ
ー
ル
と
し
て
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
に
加
え
、全
国
の
ロ
ー
ソ
ン
店
舗
で
も
住
基
カ
ー

ド
に
よ
る
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

※
キ
オ
ス
ク
端
末
の
な
い
店
舗
は
除
く

【
取
得
で
き
る
証
明
書
】

　
住
民
票
の
写
し
、印
鑑
登
録
証
明
書�

�

【
必
要
な
も
の
】

　
住
基
カ
ー
ド（
証
明
書
交
付
サ
ー
ビ
ス
が
設
定
さ
れ
た
も
の
）

【
利
用
で
き
る
時
間
】

　
毎
日　
６
時
30
分
～
23
時�

�

【
交
付
手
数
料
】

　
１
件
２
０
０
円　
※
平
成
26
年
12
月
31
日
ま
で

　
（
市
役
所
窓
口
で
は
１
件
３
０
０
円
な
の
で
、１
０
０
円
お
得
で
す
）

　
ま
す
ま
す
便
利
に
な
っ
た
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
を
、ぜ
ひ
利
用

く
だ
さ
い
。

【
と　
　
き
】 
５
月
16
日（
木
）・７
月
18
日（
木
）両
日
と
も
10
時
～
16
時

【
と
こ
ろ
】 

長
浜
市
社
会
福
祉
協
議
会�

長
浜
セ
ン
タ
ー
（
高
田
町
）

【
相
談
内
容
】  

国
民
年
金・
厚
生
年
金
加
入
期
間
の
確
認
、年
金
見
込
み
額
の
試
算
、年
金
請
求
書
の
受
付

な
ど

【
申
込
方
法
】 

平
日
の
８
時
30
分
～
17
時
15
分
に
、右
記
の
予
約
専
用
電
話
で
申
込
み
く
だ
さ
い
。

�

予
約
は
各
相
談
日
の
１
か
月
前
か
ら
受
付
け
ま
す
。

�

※
予
約
専
用
電
話
で
は
、予
約
以
外
の
用
件
は
お
受
け
で
き
ま
せ
ん
。

行
政
information

行
政
information

ロ
ー
ソ
ン
で
も
住
民
票・印
鑑
証
明
が
取
れ
ま
す
！

一
日
年
金
相
談
所
を
開
催
し
ま
す　
主
催：彦
根
年
金
事
務
所

問
市
民
課（
☎
６
５–

６
５
１
１
）

予
約
専
用（
☎
０
７
４
９–

２
３–

５
４
８
９
）

《
エ
コ
マ
ー
ク
》

　
環
境
へ
の
負
担
が
少
な
く
、環
境
保
全
に
役
立
つ

と
認
め
ら
れ
た
商
品
に
つ
い
て
い
ま
す
。

《
グ
リ
ー
ン
マ
ー
ク
》

　
古
紙
を
再
生
利
用
し
た
商
品（
ノ
ー
ト
、コ
ピ
ー

用
紙
等
）に
つ
い
て
い
ま
す
。

《
牛
乳
パ
ッ
ク
再
利
用
マ
ー
ク（
パ
ッ
ク
マ
ー
ク
）》

　
牛
乳
パ
ッ
ク
を
再
生
利
用
し
た
商
品（
ト
イ
レ
ッ

ト
ペ
ー
パ
ー
等
）に
つ
い
て
い
ま
す
。

《
Ｒ
マ
ー
ク
》

　
古
紙
を
再
生
利
用
し
た
商
品
に
つ
い
て
い
ま
す
。

右
の
数
字
は
古
紙
割
合
を
表
し
て
い
ま
す
。

《
Ｐ
Ｅ
Ｔ
ボ
ト
ル
リ
サ
イ
ク
ル
推
奨
マ
ー
ク
》

　
使
用
済
み
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
再
生
利
用
し
た

商
品（
衣
料
品
、容
器
等
）に
つ
い
て
い
ま
す
。

行
政
information

今月の持込み日は５月26日（日）です
問 湖北広域行政事務センター業務課（☎６２―７１４３）
　 環境保全課（☎６５－６５１３）

　湖北広域行政事務センターでは、毎月１回日曜日
（原則第４日曜日）に、家庭から排出されるゴミの持
込みをクリスタルプラザ、クリーンプラントおよび
伊香クリーンプラザで受付けています。

◆受付時間（各施設とも）
　８時30分～12時、13時～16時30分

行
政
information

問
環
境
保
全
課（
☎
６
５–

６
５
１
３
）

環
境
保
全　
家
庭
で
簡
単
に

で
き
る
取
組
み  

そ
の
２（
全
12
回
）

行
政
information

行
政
information

問
防
災
危
機
管
理
課
原
子
力
安
全
対
策
室（
☎
６
５–

６
５
５
５
）

問
虎
姫
支
所
地
域
振
興
課（
☎
７
３–

４
８
５
４
）

原
子
力
安
全
協
定
を

締
結
し
ま
し
た

新
県
道
の
愛
称
は

『
す
い
せ
ん
姫
ロ
ー
ド
』
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ながはま 見聞録 Nagahama Hotnews
このコーナーは、長浜の見どころ、市民の皆さんの活動の様子やまちで見かけたほっとな話題を紹介します。あなたが知って
いる旬の話題などがあれば、市民広報室（☎65－6504）までお知らせください。
市公式Facebookページではさらに詳しくみることができます。
https://www.facebook.com/nagahama.hotnews 「長浜　ほっとにゅーす」 検索�

４月１日（月）
暮らしの安心を乗せて
　食料品や日用品を購入できる店舗がなく、買い物に困っている
人たちを手助けしようと走り出した「移動コンビニin余呉」。
　野菜やパン、調味料など130品目を載せ、19の集落を月２回ず
つ巡回します。
　地域の人たちは「かさばる物も気軽に買えてありがたい」と移
動コンビニを大歓迎。
　「地域の皆さんの買い物の不便を解消するだけでなく、ふれあい
を大事にしたい」と担当者は意気込みを語りました。

４月１日（月）
地域に愛され親しまれる存在に
　旧伊香郡内の４町商工会が合併し、新たに「長浜北商工会」と
して発足しました。
　高月町商工会館で行われた開所式であいさつに立った西村豊和
会長は、「50年、100年先につながる商工会を築いていきたい」と
力強く抱負を述べました。

４月４日（木）
滋賀・湖北の魅力を発信！
　万城目学さんの最新ベストセラー小説「偉大なる、しゅららぼん」
の映画化が決定し、彦根城博物館で、クランクイン会見が開かれ
ました。
　琵琶湖畔を舞台に展開されるこの映画は、全編滋賀県でのロケ
が予定されており、主演の濱田岳さんと岡田将生さん、水落豊監
督が、撮影に向けての意気込みや、滋賀県を訪れた感想を語りま
した。

４月６日（土）
観音さまに見守られ
　厳しい冬を越え、春の訪れを喜ぶ祭りとして15年ほど前から開
かれている「観音の里春まつり」。会場となった向源寺（高月町渡
岸寺）境内には、商工会や各種団体による模擬店が軒を連ね、多
くの市民でにぎわいました。
　新小学１年生の学業成就や交通安全を祈願して行われる「福も
ちまき」にはおよそ100人が参加し、可愛らしいハッピ姿で子ど
もたちが元気よく餅をまきました。

４月５日（金）
モミジで地元を盛り上げよう
　「誰もが住み続けたくなる、安らぎと潤いのあるまちづくり」を
めざして活動している「余呉地域づくり協議会」が、菅並地区に
ある「妙理の里」でヤマモミジの植栽を行いました。
　晴天に恵まれたこの日、メンバー19人が約２メートルの苗木50
本を植えました。この取組みは今後も続けられる予定で、同協議
会は「地元の景観美化にも貢献したい」としています。

４月７日（日）
人・地域をつなぐ清らかな音色 
　虎高・虎中の吹奏学部連携による「虎姫コンサート」が、虎姫
文化ホールで開催されました。 
　「地域のために何かしたい」「音楽にあふれたまちづくりができ
たら…」という生徒たちの思いがきっかけで始まり、今回で２回目。 
お馴染みの曲が生徒たちの思いをのせて奏でられ、会場は喜びと
感動で包まれました。

　
総
持
寺
は
奈
良
時
代
、
行
基

に
よ
り
開
山
さ
れ
た
と
伝
わ
る

古
刹
で
す
。
江
戸
時
代
に
建
て

ら
れ
た
と
さ
れ
る
仁
王
門
の
左

右
に
は
、
迫
力
あ
る
金
剛
力
士

像
が
配
さ
れ
、
に
ら
み
を
き
か

せ
て
い
ま
す
。
仁
王
門
を
く
ぐ

り
石
畳
を
進
む
と
、
境
内
の
奥

に
本
堂
が
見
え
ま
す
。
そ
こ
に

は
本
尊
の
薬
師
如
来
像
を
は
じ

め
、
重
要
文
化
財
の
聖
観
音
像

な
ど
、
多
く
の
仏
像
が
祀
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
県
内
随
一
の
牡
丹
の

寺
と
し
て
も
名
高
く
、
境
内
一

面
に
植
え
ら
れ
た
牡
丹
は
約 

80
種
類
、
一
千
株
に
も
な
り
、

毎
年
４
月
下
旬
か
ら
５
月
上
旬

に
見
頃
を
迎
え
ま
す
。

　

心
地
よ
い
陽
ざ
し
を
受
け
、

鮮
や
か
に
咲
く
牡
丹
の
花
々
が

歴
史
あ
る
寺
院
に
彩
を
添
え
て

い
ま
す
。

※
庭
園
・
仏
像
の
拝
観
に
は
予
約
が
必
要
で
す
。

牡
丹
の
寺 

総
持
寺　
（
所
在
地
　
宮
司
町
）

問
都
市
計
画
課　
（
☎
６
５–

６
５
６
２
）

㉘

このコーナーでは、
「ながはま百景」に選ばれた景観を毎月紹介します。
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百
花
繚
乱

長
浜 

曳
山
ま
つ
り

孔
雀
山

 

義よ
し

経つ
ね

千せ
ん

本ぼ
ん

桜ざ
く
ら

　
道み

ち

行ゆ
き

初は
つ

音ね

の
旅た

び

壱
番
山

萬
歳
樓

　
壺つ

ぼ

坂さ
か

霊れ
い

験げ
ん

記き

弐
番
山

常
磐
山

　
源げ

ん

平ぺ
い

布ぬ
の

引び
き

滝の
た
き

　
実さ

ね

盛も
り

物も
の

語が
た
り

参
番
山

 

翁 

山

　
一い

ち
の

谷た
に

嫩ふ
た
ば

軍ぐ
ん

記き

　
熊く

ま

谷が
い

陣じ
ん

屋や

四
番
山 長 刀 組 太刀渡り

壽式三番叟

神輿還御

まつりを応援

いっぷく処
長浜西中茶屋

大
通
寺
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ

ま
つ
り
を
支
え
る

曳
き
手
た
ち

囃
子

唐
国
囃
子
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人権擁護委員の皆さん

行
政
information

６
月
１
日
は
人
権
擁
護
委
員
の
日
で
す

問
大
津
地
方
法
務
局
長
浜
支
局（
☎
６
２–

０
５
０
３
）

　

人
権
擁
護
委
員
は
、市
民
の
皆
さ
ん
に
人

権
の
大
切
さ
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
も
ら

う
た
め
の
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

人
権
に
つ
い
て
お
悩
み
の
場
合
は
、人
権

擁
護
委
員
に
相
談
く
だ
さ
い
。

　

法
務
局
の
人
権
相
談
所
や
委
員
の
自
宅
、

特
設
相
談
所
で
の
相
談
を
受
付
け
て
い
ま

す
。

　
相
談
は
無
料
で
、秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

お
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

人
権
特
設
相
談
所

　

今
年
も
、「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」に
あ
わ

せ
、市
内
９
か
所
で
特
設
相
談
所
を
開
設
し

ま
す
。

■
長
浜
西
部
福
祉
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　
６
月
３
日（
月
）10
時
～
16
時

　
宮
本
委
員
・
德
田
委
員
・
沢
尾
委
員
・

　
主
馬
委
員
・
樋
口
委
員
・
北
川
庸
委
員
・

　
前
田
委
員
・
小
倉
委
員
・
髙
田
委
員

■
長
浜
市
社
会
福
祉
協
議
会 

浅
井
支
所

　
６
月
３
日（
月
）10
時
～
16
時

　
石
田
委
員
・
渡
辺
委
員
・
西
川
委
員
・

　
伏
木
委
員

■
び
わ
高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
６
月
４
日（
火
）９
時
～
12
時

　
吉
川
委
員
・
玉
樹
委
員

■
虎
姫
図
書
館

　
６
月
１
日（
土
）９
時
30
分
～
16
時

　
北
川
利
委
員
・
饗
場
委
員
・
松
井
委
員
・

　
橋
本
委
員

■
長
浜
市
役
所 

湖
北
支
所

　
６
月
３
日（
月
）９
時
～
16
時

　
伊
吹
委
員
・
⻆
川
委
員
・
吉
武
委
員

■
長
浜
市
役
所 

高
月
支
所

　
６
月
３
日（
月
）13
時
～
16
時

　
柴
田
委
員
・
井
口
委
員
・
細
江
委
員

■
公
立
木
之
本
公
民
館

　
６
月
３
日（
月
）９
時
～
12
時

　
久
保
田
委
員
・
木
村
委
員
・
美
濃
部
委
員

■
や
ま
な
み
セ
ン
タ
ー

　
６
月
７
日（
金
）13
時
～
16
時

　
東
野
委
員
・
湯
本
委
員
・
岡
山
委
員

■
西
浅
井
公
民
館

　
６
月
４
日（
火
）13
時
～
16
時

　
和
藏
委
員
・
田
中
委
員
・
岩
谷
委
員

平成25年５月１日現在

　　委員名 　住　所 電話番号 　　委員名 　住　所 電話番号

宮
みやもと

本　香
か よ こ

代子 三ツ矢町 62-5511 德
とく

田
だ

　賴
より

子
こ

大辰巳町 62-3577
沢
さわ

尾
お

　武
たけ

廣
ひろ

大宮町 63-9565 主
しゅ

馬
め

　益
ます

夫
お

石田町 62-6267
樋
ひ

口
ぐち

　幸
さち

永
え

七条町 65-3363 北
きたがわ

川　庸
よう

子
こ

加田町 63-2477
前
まえ

田
だ

　洋
よう

子
こ

相撲町 63-9728 小
お

倉
ぐら

　昭
あき

憲
のり

下之郷町 62-2719
髙
たか

田
だ

　秀
ひで

博
ひろ

南高田町 62-6928 石
いし

田
だ

　賢
まさる

谷口町 74-2750
渡
わたなべ

辺　憲
のり

雄
お

鍛冶屋町 76-0500 西
にしかわ

川　久
ひさ

代
よ

北池町 74-1712
伏
ふし

木
き

　正
まさかず

和 内保町 74-1552 北
きたがわ

川　利
としひこ

彦 宮部町 73-2685
饗
あい

場
ば

　眞
ま

佐
さ こ

子 大井町 73-3850 松
まつ

井
い

　京
きよ

美
み

酢 73-4574
橋
はしもと

本　寿
とし

子
こ

唐国町 73-2408 ⻆
つのかわ

川　智
とも

子
こ

湖北町速水 78-1083
吉
よしたけ

武　隆
たか

子
こ

湖北町山本 79-0746 伊
い

吹
ぶき

　惠
けい

鐘
しょう

小谷丁野町 78-0565
吉
よしかわ

川　外
と

喜
き

男
お

益田町 72-3346 玉
たま

樹
き

　たまき 八木浜町 72-2275
平
ひら

井
い

　周
しゅうぞう

藏 高月町磯野 85-3037 柴
しば

田
た

　勘
かん

治
じ

高月町高月 85-2054
井
いのくち

口　テイ 高月町井口 85-4340 細
ほそ

江
え

　新
しん

悟
ご

高月町西阿閉 85-2966
久
く ぼ た

保田　泰
たい

治
じ

木之本町杉野 84-0540 木
き

村
むら

　俊
とし

明
あき

木之本町川合 82-2261
美
み の べ

濃部　真
ま

弓
ゆみ

木之本町千田 82-3851 東
ひがしの

野　眞
ま

知
ち

子
こ

余呉町今市 86-3724
湯
ゆ

本
もと

　博
ひろ

史
し

余呉町下丹生 86-3632 岡
おかやま

山　光
みつはる

晴 余呉町中之郷 86-3066
和
わ

藏
くら

　順
じゅんにん

人 西浅井町山門 89-0604 田
た

中
なか

　とし子
こ

西浅井町大浦 89-0162
岩
いわたに

谷　円
えん

祐
ゆう

西浅井町岩熊 88-0713 （敬称略）

行
政
information

市政の動き（３月16日～４月15日）

「クリーン、わかりやすい、開かれた市政」の確立のため、市民の皆さんに市役所内で 
「どのような会議」が開催され、「どのような結果」になったかを概略でお知らせします。

会議名など 内　容 結　果

３月19日（火）
第2回長浜市都市計画審議
会
担当課：都市計画課
☎６５－６５６２

①長浜市都市計画マスタープラン
の改定
②長浜駅周辺整備の取組み

①②について事務局から説明を受
けました。

３月21日（木）
小谷城スマートＩＣ利活
用方策検討委員会
担当課：企画政策課
☎６５－６５０5

①小谷城スマートＩＣ利活用方策
検討委員会・同専門部会の取組
経過
②小谷城スマートＩＣ利活用方策
中間報告書（案）

①について事務局から報告を受け
ました。
②について事務局から原案の説明
を受け、了承しました。

３月22日（金）
第１回長浜市市民協働推
進会議
担当課：市民協働推進課
☎６５－８７２２

①正副委員長の選出
②会議の公開確認
③市における市民協働の位置付
け、策定概要、取組経過、今後
の予定など

①委員長に森川氏、副委員長に西
川氏を選出し、②会議は原則公開
とすることを決定。
③事務局からの説明後、意見交換
を行いました。

３月25日（月）
長浜市多文化共生のまち
づくり指針策定委員会
担当課：市民協働推進課
☎６５－８７１１

①素案のパブリックコメントの結
果
②指針（案）の確定
③今後の予定

①について事務局から説明を受け
②全委員一致で指針（案）を確定
しました。
③について事務局から説明を受
け、市長への指針報告を行いまし
た。

３月25日（月）
第３回長浜市防災会議
担当課：防災危機管理課
☎６５－６５５５

長浜市地域防災計画（案）について 原案のとおり承認しました。

※詳しくは、市ホームページ（http://www.city.nagahama.shiga.jp）をご覧ください。

人
権
に
関
す
る
相
談
は
、人
権
擁
護
委
員
へ
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行
政
information

行
政
information

行
政
information

木
造
住
宅
の
無
料
た
い
し
ん
診
断
を
行
い
ま
す

　

木
造
住
宅
の
耐
震
改
修
等
工
事
に
補
助
し
ま
す

民
間
建
築
物
の
た
い
し
ん
診
断
に
補
助
し
ま
す

問
開
発
建
築
指
導
課（
☎
６
５–

６
５
４
３
）

問
開
発
建
築
指
導
課（
☎
６
５–

６
５
４
３
）

問
開
発
建
築
指
導
課（
☎
６
５–

６
５
４
３
）

　

耐
震
診
断
員
を
派
遣
し
、木
造
住
宅
の

耐
震
診
断
を
無
料
で
行
い
ま
す
。

■
対
象
と
な
る
木
造
住
宅

　
次
の
す
べ
て
の
要
件
を
満
た
す
市
内
の

住
宅

①
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着
工
し
、

完
成
し
て
い
る
も
の

②
延
べ
面
積
の
半
分
以
上
が
住
宅
用
に

な
っ
て
い
る
も
の

③
階
数
が
２
階
以
下
か
つ
延
べ
面
積

３
０
０
㎡
以
下
の
も
の

④
木
造
軸
組
工
法
の
も
の（
枠
組
壁
工
法
、

丸
太
組
工
法
等
で
は
な
い
も
の
）

■
対
象
者

　
対
象
と
な
る
住
宅
を
所
有
す
る
人

■
耐
震
診
断
の
内
容

　

｢

滋
賀
県
木
造
住
宅
耐
震
診
断
マ
ニ
ュ

ア
ル｣

に
基
づ
い
て
、県
に
登
録
し
て
い
る

耐
震
診
断
員
が
、主
に
目
視
で
診
断
し
ま

す
。

■
予
定
棟
数

　
40
棟（
先
着
順
）�

　

耐
震
診
断
の
結
果
、倒
壊
の
可
能
性
が

高
い
と
さ
れ
た
木
造
住
宅
の
耐
震
改
修
工

事
に
対
し
、そ
の
費
用
を
一
部
補
助
し
ま

す
。

　

ま
た
、耐
震
工
事
と
併
せ
て
行
わ
れ
る

地
震
災
害
時
の
一
助
と
な
る
バ
リ
ア
フ

リ
ー
改
修
工
事
費
も
補
助
の
対
象
と
な
り

ま
す
。

■
対
象
と
な
る
木
造
住
宅

　
次
の
す
べ
て
の
要
件
を
満
た
す
市
内
の

住
宅

①
耐
震
診
断
の
結
果
、総
合
評
点
が
0.7
未

満
と
さ
れ
た
も
の

②
市
が
行
う「
無
料
耐
震
診
断
」（
上
記
参

照
）の
対
象
と
な
る
も
の

■
対
象
者

　

対
象
と
な
る
住
宅
を
所
有
し
、次
の
要

件
を
満
た
す
人

　
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
建
築
さ
れ
た
住
宅
お
よ
び
特
定
建
築
物（
多
数
の
人
が

利
用
す
る
建
築
物
な
ど
で
一
定
規
模
以
上
の
も
の
）の「
耐
震
診
断
」を
実
施
す
る
所
有

者
に
対
し
て
、耐
震
診
断
費
用
を
補
助
し
ま
す
。

■
申
込
期
間（
事
業
予
算
内
で
先
着
順
）　
５
月
30
日（
木
）～
11
月
15
日（
金
）

　
詳
し
く
は
、担
当
課
ま
で
問
合
せ
く
だ
さ
い
。 ①

市
税
等
の
滞
納
が
な
い
人

②
対
象
工
事
に
つ
い
て
、国・県・市
の
他
の

制
度
に
よ
る
補
助
を
受
け
て
い
な
い
人

■
申
込
期
間（
事
業
予
算
内
で
先
着
順
）

　
５
月
30
日（
木
）～
７
月
31
日（
水
）

■
申
込
方
法

　
着
工
前
に
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　

申
込
時
に
設
計
図・
見
積
書
の
提
出
が

必
要
で
す
の
で
、必
ず
事
前
に
相
談
く
だ

さ
い
。

※
注
意

　

補
助
を
受
け
る
に

は
、滋
賀
県
講
習
会
修

了
者
名
簿
に
登
録
さ

れ
て
い
る
設
計
者・
施

工
者
に
依
頼
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

■
申
込
期
間

　
５
月
30
日（
木
）～
７
月
31
日（
水
）

■
申
込
方
法

　
所
定
の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、左
記
の
書
類
を
添
え
て
郵
送
ま
た
は

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。（
提
出
先　
開
発
建

築
指
導
課〈
東
別
館
４
階
〉〒526–0031�

八
幡
東
町
６
３
２
）

※
申
込
用
紙
は
開
発
建
築
指
導
課
に
あ
り

ま
す
。
ま
た
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

（http://w
w
w
.city.nagaham

a.
shiga.jp

）

添
付
書
類

●
付
近
見
取
図

●�

建
築
物
の
建
築
時
期・
延
べ
面
積

の
わ
か
る
書
類

（
確
認
通
知
書・
固
定
資
産
税
課
税

明
細
書・
建
物
の
登
記
簿
の
い
ず

れ
か
の
写
し
）

行
政
information

ア
ス
ベ
ス
ト
の
含
有
分
析
調
査
に
補
助
し
ま
す

問
開
発
建
築
指
導
課（
☎
６
５–

６
５
４
３
）

　
市
内
の
既
存
建
築
物
に
施
工
さ
れ
て
い

る
吹
き
付
け
建
材
の
ア
ス
ベ
ス
ト
含
有
分

析
調
査
の
費
用
を
補
助
し
ま
す
。

　
こ
れ
は
ア
ス
ベ
ス
ト
を
含
有
す
る
民
間

建
築
物
の
把
握
と
そ
の
除
去
を
促
進
し
、

市
民
の
生
活
環
境
の
保
全
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
実
施
す
る
も
の
で
す
。

■
対
象
と
な
る
建
築
物

○
吹
付
け
建
材
が
施
工
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
確
認
で
き
、ア
ス
ベ
ス
ト
含
有
の
恐

れ
が
あ
る
も
の

○
確
認
済
証
の
交
付
を
受
け
て
建
築
さ
れ

た
も
の

○
当
面
解
体（
除
去
）・
増
築・
改
築
す
る

予
定
の
な
い
も
の

○
ア
ス
ベ
ス
ト
含
有
調
査
に
関
し
て
、他

の
国
庫
補
助
金
等
を
受
け
て
い
な
い
も

の
■
対
象
者

○
対
象
建
築
物
の
所
有
者
ま
た
は
管
理
者

も
し
く
は
組
合
の
代
表
者

○
市
税
等
の
滞
納
が
な
い
人

○
補
助
金
の
交
付
決
定
後
に
吹
き
付
け
建

材
の
ア
ス
ベ
ス
ト
含
有
分
析
調
査（
６

種
）を
行
い
、補
助
事
業
実
績
報
告
書
等

を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
人

■
補
助
金
の
交
付
額

　

ア
ス
ベ
ス
ト
含
有
分
析
調
査
の
た
め

に
、分
析
機
関
に
支
払
う
経
費（
消
費
税
除

く
。
１
棟
あ
た
り
25
万
円
を
限
度
と
す

る
）

■
申
込
期
間（
事
業
予
算
内
で
先
着
順
）

　
５
月
30
日（
木
）～
11
月
15
日（
金
）

※
注
意

　

補
助
対
象
範
囲
等
を
確
認
す
る
た
め
、

必
ず
事
前
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
相
談

に
お
越
し
の
際
は
平
面
図・
現
況
写
真
等

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　

高
齢
者
や
し
ょ
う
が
い
の
あ
る
人
が
、

よ
り
積
極
的
に
社
会
参
加
で
き
る
よ
う
、

店
舗
等
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
工
事
費
の

一
部
を
補
助
し
ま
す
。

■
対
象
施
設

　
市
内
の
小
売
店
、飲
食
店
、理
美
容
店
等

で
、常
時
雇
用
し
て
い
る
従
業
員
が
20
人

未
満
の
店
舗
。
居
住
部
分
や
事
務
所
部
分

は
含
み
ま
せ
ん
。

■
対
象
と
な
る
工
事

　

工
事
費
用
が
３
万
円
以
上
で
、屋
内
外

の
段
差
解
消
、ス
ロ
ー
プ
や
手
す
り
の
設

置
、間
口
の
拡
張
、滑
り
止
め
の
設
置
、洋

式
便
器
へ
の
取
り
換
え
な
ど
。

※
新
築
や
改
築
は
対
象
外
で
す
。

�

ま
た
、工
事
は
平
成
27
年
３
月
31
日
ま
で

に
完
了
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

■
補
助
金
の
額

　
対
象
と
な
る
工
事
の
半
額
を
補
助
し
ま

す
。（
最
大
30
万
円
ま
で
）

※
注
意

◦
工
事
は
、市
内
に
本
店（
主
た
る
事
業

所
）を
有
す
る
業
者
が
施
工
す
る
も
の

に
限
り
ま
す
。

◦
当
補
助
金
の
活
用
は
、１
店
舗
に
つ
き

１
回
限
り
で
す
。
ま
た
、そ
の
他
の
補

助
金
と
の
併
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

◦
工
事
着
手
後
の
申
請
は
で
き
ま
せ
ん
の

で
、設
計
図
や
見
積
書
を
お
持
ち
に
な

り
、対
象
と
な
る
か
事
前
に
相
談
く
だ

さ
い
。

　
実
施
要
項
や
様
式
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

（http://w
w
w
.city.nagaham

a.
shiga.jp

）

行
政
information

店
舗
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
工
事
に
補
助
し
ま
す

問
し
ょ
う
が
い
福
祉
課（
☎
６
５–

６
５
１
８
）
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市長
コラム㉟

５
万
点
以
上
と
な
り
、
歴
史
博
物
館
へ
の

信
頼
の
証
と
な
っ
て
い
る
点
。
３
点
目
は
、

市
民
と
共
に
歩
ん
で
き
た
博
物
館
と
い
う

点
で
す
。
長
浜
城
歴
史
博
物
館
友
の
会
は
、

７
０
０
人
の
会
員
で
展
示
資
料
の
説
明
や

案
内
、
清
掃
活
動
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て

博
物
館
を
支
援
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
友
の
会
の
皆
さ
ん
の
ご
支
援
が
あ
っ

て
の
博
物
館
で
あ
り
、
市
民
と
行
政
が
協

力
し
て
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
秀
吉
公
の

楽
市
・
楽
座
の
手
法
は
、
今
も
脈
々
と
受

け
継
が
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
30
周
年
を
機

に
ま
す
ま
す
歴
史
と
文
化
の
街
・
長
浜
を

全
国
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
次
に
半
世
紀
の
月
日
を
経
て
、
県
道
丁

野
虎
姫
長
浜
線
の
全
線
が
開
通
し
ま
し

た
。
長
浜
消
防
署
東
浅
井
分
署
前
か
ら
中

野
町
ま
で
の
新
道
が
立
派
に
完
成
。
大
切

な
土
地
を
提
供
い
た
だ
い
た
地
権
者
の
皆

さ
ん
の
ご
協
力
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　
こ
の
道
路
は
７
年
前
、
私
が
衆
議
院
議

員
だ
っ
た
頃
、
国
や
県
に
地
域
の
皆
さ
ん

の
積
年
の
思
い
と
必
要
性
を
強
く
訴
え
、

事
業
の
推
進
を
図
っ
て
き
た
だ
け
に
、
こ

の
開
通
は
感
無
量
の
思
い
で
す
。
さ
ら
に

こ
の
道
路
は
、
平
成
29
年
春
に
完
成
予
定

の
「（
仮
称
）
小
谷
城
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
」
と
直
結
す
る
こ
と
で
、
イ
ン

タ
ー
を
中
心
と
し
た
活
力
あ
る
新
し
い
ま

ち
づ
く
り
が
始
ま
り
ま
す
。

　
政
治
は
正
に
「
夢
の
実
現
」
で
す
。

　
長
浜
城
の
再
興
、
歴
史
博
物
館
が
開
館

し
て
30
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
の
30
年

間
で
来
館
者
は
４
７
８
万
人
を
超
え
、
湖

北
地
方
の
歴
史
文
化
を
発
信
し
生
涯
学
習

の
場
に
ふ
さ
わ
し
い
施
設
と
し
て
、
県
内

で
も
確
固
た
る
地
位
を
築
い
て
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、全
国
的
に
み
て
も「
秀
吉
の
出
世

城
」と
し
て
親
し
ま
れ
、地
域
密
着
型
の
博

物
館
と
し
て
注
目
を
集
め
て
き
ま
し
た
。

　
私
は
、
長
浜
城
を
次
の
３
つ
の
理
由
か

ら
「
市
民
城
」
で
あ
り
「
市
民
の
財
産
」

で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
１
点
目
は
、

長
浜
城
の
再
興
に
あ
た
り
多
く
の
市
民

（
８
千
２
百
人
）
か
ら
４
億
３
千
万
円
と

い
う
多
額
の
ご
寄
付
が
寄
せ
ら
れ
た
点
。

２
点
目
に
、
ゼ
ロ
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
博

物
館
の
い
の
ち
で
あ
る
収
蔵
資
料
が
今
や

※至誠通天	
　	誠を尽くせば天が
　	味方してくれること

▲	新県道の開通を祝
してテープカット

▲	長浜城再興30周年
を祝う会

行
政
information

運転免許証の自主返納を支援します 問 都市計画課交通対策室（☎６５－６５６２）

　

市
で
は
、自
動
車
運
転
免
許
証

を
自
主
返
納
し
た
人
に
対
し
、バ

ス
回
数
券
等
を
交
付
し
て
い
ま

す
。

　

平
成
24
年
度
は
、１
３
８
件
の

申
請
が
あ
り
ま
し
た
。

　

運
転
免
許
証
を
返
納
し
た
人

は
、期
間
内
に
申
請
し
、公
共
交
通

機
関
の
利
用
に
役
立
て
て
く
だ
さ

い
。

【
交
付
内
容
】

　

バ
ス
回
数
券
も
し
く
は
乗
合
タ

ク
シ
ー
回
数
券（
２
０
０
０
円
分
）

【
対
象
者
】

　

長
浜
市
に
住
民
登
録
の
あ
る
人

で
、有
効
期
限
を
残
し
た
運
転
免

許
の
全
部
を
公
安
委
員
会（
警
察

署
等
）に
返
納
し
た
人
。

【
申
請
期
間
】

　

運
転
免
許
を
返
納
し
た
日
か
ら

６
か
月
以
内

【
申
請
期
限
】

　
平
成
26
年
３
月
31
日
ま
で

【
申
請
方
法
】

　

次
の
①
②
を
お
持
ち
に
な
り
左

記
ま
で
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。

①
運
転
免
許
の
全
部
返
納
を
証
す

る
も
の（
次
の
う
ち
い
ず
れ
か
）

◦
運
転
免
許
取
消
通
知
書

　
（
返
納
時
に
交
付
）

◦
運
転
経
歴
証
明
書

　
（
公
安
委
員
会
で
発
行
。
有
料
）

②
印
鑑

申
請
窓
口

都
市
計
画
課〈
東
別
館
５
階
〉

北
部
振
興
局・
虎
姫
、湖
北
、高

月
、余
呉
、西
浅
井
の
各
支
所

地
域
振
興
課

長
浜
城
再
興
30
周
年
と

　
県
道
丁
野
虎
姫
長
浜
線

　
　
　
　
　
　
悲
願
達
成
50
年

行
政
information

いつまでも健やかに暮らすために
生活機能をチェックしましょう

　年齢を重ねると、「転びやすくなった」「物忘れが
多くなった」等、だんだん心身の機能は低下してきま
す。しかし、体を使い、鍛えることで、機能低下を防
ぎ、向上させることもできます。

　生活機能評価は、心や体の状態を「基本チェックリ
スト」で確認し、一人ひとりに合った介護予防事業
（運動機能トレーニング・栄養改善教室など）に参加
していただくために実施するものです。�

　　問合せ先　　

【地域包括支援センター】
長浜地域包括支援センター（☎６５－７８４１）
北部地域包括支援センター（☎８５－３１１５）

【介護あんしん窓口】
浅井〈浅井支所内〉（☎７４－４１２３）
びわ〈びわ支所内〉（☎７２－５２５９）
六荘・西黒田・神田〈アンタレス内〉（☎６８－４１５１）
南郷里・北郷里〈東部福祉ステーション内〉（☎６５－６２６５）
神照〈北部福祉ステーション内〉（☎６５－８２６７）
市街地〈西部福祉ステーション内〉（☎６５－８３５２）

●  65歳以上の人は下記の項目をチェックしてみてください。
● 70歳以上79歳以下の人には、基本チェックリストを郵送しますので、回答し、提出期限までに返送してくだ

さい。ただし、要支援・要介護認定者は対象外です。

〔基本チェックリスト〕 まずは、自分の生活機能をチェックしましょう！ （０＝０点、１＝１点）

生　活　機　能　判　定
生活機能 質問 ①～⑳ のうち10点以上
運動器機能 質問 ⑥～⑩ のうち３点以上
栄養状態 質問 ⑪、 ⑫ について２点全て
口腔機能 質問 ⑬～⑮ のうち２点以上

上記のいずれかに該当する場合は、生活機能
の低下が疑われます。
左記窓口へ電話で問合せください。
専門スタッフが、対応します。

担 地域包括支援課（☎６５－７８４１）

項　　　　　目 はい いいえ
① バスや電車で1人で外出していますか 0 1
② 日用品の買物をしていますか 0 1
③ 預貯金の出し入れをしていますか 0 1
④ 友人の家を訪ねていますか 0 1
⑤ 家族や友人の相談にのっていますか 0 1
⑥ 階段を手すりや壁を伝わらずに昇ってい

ますか 0 1

⑦ 椅子に座った状態から何もつかまらずに
立ち上がっていますか 0 1

⑧ 15分くらい続けて歩いていますか 0 1
⑨ この１年間転んだことがありますか 1 0
⑩ 転倒に対する不安は大きいですか 1 0
⑪ ６ヶ月間で２～３ｋｇ以上の体重減少が

ありましたか 1 0

⑫ ＢＭＩは18.5未満ですか
　 ＢＭＩ＝体重（kg）÷身長（ｍ）÷身長（ｍ） 1 0

⑬ 半年前に比べて固いものが食べにくくな
りましたか 1 0

⑭ お茶や汁物でむせることがありますか 1 0

項　　　　　目 はい いいえ
⑮ 口の渇きが気になりますか 1 0
⑯ 週に１回以上は外出していますか 0 1
⑰ 昨年に比べて外出の回数が減っています

か 1 0

⑱ 周りの人から「いつも同じことを聞く」な
どの物忘れがあると言われますか 1 0

⑲ 自分で電話番号を調べて、電話をかける
ことをしていますか 0 1

⑳ 今日が何月何日かわからない時がありま
すか 1 0

㉑（ここ２週間）毎日の生活に充実感がない 1 0
㉒（ここ２週間）これまで楽しんでやれてい

たことが楽しめなくなった 1 0

㉓（ここ２週間）以前は楽にできていたこと
が今ではおっくうに感じられる 1 0

㉔（ここ２週間）自分が役に立つ人間だと思
えない 1 0

㉕（ここ２週間）わけもなく疲れたような感
じがする 1 0
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市立病院通信 -㉕-
お元気ですか

このコーナーでは、市立長浜病院のスタッフの紹介を兼ねて、「普段の生活での予防
法」など生活に役立つ“健康豆知識”を紹介します。

行
政
information

知ってほしい地域医療のこと
　最終回(全３回)

問 健康推進課（☎６５－７７７９）
	 北部健康推進センター（☎８５－６４２０）

【
湖
北
地
域
の
救
急
医
療
の
現
状
】

　
　
　
長
浜
赤
十
字
病
院　
救
急
部
長

中
村　
誠
昌
先
生

　

当
院
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
は
、県
内
に

４
か
所
あ
る
第
三
次
救
急
の
指
定
を
受
け

た
施
設
で
す
。
救
急
受
診
者
は
年
間
最
高

で
４
万
２
千
人
に
達
し
た
と
き
が
あ
り
ま

し
た
。
16
万
５
千
人
の
地
域
で
こ
の
数
は

異
常
で
、一
因
と
し
て
小
児
科
受
診
の
急

増
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、小
児
科
病
院
輪
番
制
に
よ
り

自
由
な
受
診
を
制
限
し
、現
在
２
万
５
千

人
程
に
減
少
し
ま
し
た
。

　

医
師
と
し
て
、本
当
に
緊
急
的
な
医
療

が
必
要
な
人
へ
の
対
応
は
、さ
ほ
ど
苦
痛

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、軽
症
も
し
く
は
救

急
受
診
自
体
不
要
な
患
者
さ
ん
と
の
ト
ラ

ブ
ル
は
、最
も
疲
弊
し
ま
す
。

　
夜
中
で
も
高
度
な
検
査
や
専
門
医
の
診

湖
北
の
地
域
医
療
の
現
状
に
つ
い
て
、医
療
関
係
に
従
事
し
て
い
る
皆
さ
ん
か
ら

現
場
の
声
を
３
回
シ
リ
ー
ズ
で
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

療
を
要
求
さ
れ
、罵
声
を
浴
び
せ
ら
れ
た

り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

現
在
、湖
北
の
医
療
体
制
は
危
機
的
で

す
。
市
内
に
あ
る
３
病
院
で
は
常
勤
医
が

減
少
し
、閉
鎖
に
近
い
診
療
科
が
増
加
し

て
い
ま
す
。
医
師
確
保
は
お
金
で
は
解
決

で
き
ま
せ
ん
。
湖
北
の
救
急
を
体
験
し
た

医
師
か
ら
の
評
判
が
県
内
中
に
拡
が
り
、

湖
北
勤
務
に
二
の
足
を
踏
ま
せ
ま
す
。

　

こ
の
ま
ま
で
は
内
科・
外
科
と
診
療
制

限
は
拡
が
る
で
し
ょ
う
。
救
急
医
療
を
守

る
た
め
、医
療
関
係
者
、地
域
住
民
、行
政

等
、皆
さ
ん
で
何
が
で
き
る
の
か
考
え
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

　
３
回
に
わ
た
り
湖
北
の
地
域
医
療
の

現
状
に
つ
い
て
お
届
け
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。

　
安
心
し
て
医
療
を
受
け
ら
れ
る
環
境

を
維
持
で
き
る
か
ど
う
か
は
、皆
さ
ん

の
理
解
と
協
力
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。

　

本
当
に
困
っ
た
と
き
に
は
い
つ
で

も
、近
く
で
医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

行
政
information

長
浜
ブ
ラ
ン
ド
の
定
着
に
一
役
！

問
商
工
振
興
課（
☎
６
５–

８
７
６
６
）

　
高
齢
者
の
生
き
が
い
や
外
出
の
き
っ
か
け
を
つ
く
り
、老
人
ク
ラ
ブ
な

ど
へ
の
参
加
を
促
す
た
め
の「
お
た
っ
し
ゃ
券
」が
、老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

か
ら
交
付
さ
れ
ま
す
。
お
近
く
の
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
事
務
局
で
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

【
対　
象
】　
65
歳
以
上
の
人

【
助
成
額
】　
１
０
０
０
円
分

【
利
用
で
き
る
施
設・事
業
】

公
民
館
主
催
講
座
、文
化
ス
ポ
ー
ツ
事
業
団
主
催
事
業
、鍼
灸
マ
ッ
サ
ー

ジ
、温
泉
施
設
、バ
ス
、タ
ク
シ
ー
な
ど

※
有
効
期
限
：
平
成
26
年
３
月
31
日

　
宝
く
じ
の
助
成
を
受
け
、長
浜
バ
イ
オ
ク
ラ
ス
タ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が

ビ
ワ
マ
ス
の
Ｐ
Ｒ
ツ
ー
ル
を
作
成
し
ま
し
た
。

　
こ
の
助
成
は
、（
財
）自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
、宝
く
じ
の
収
益
を
地
域
に

還
元
す
る
た
め
に
実
施
し
て
い
る
も
の
で
、新
た
な
長
浜
ブ
ラ
ン
ド「
ビ
ワ

マ
ス
」が
よ
り
広
く
親
し
ま
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

作
成
し
た
Ｐ
Ｒ
ツ
ー
ル

◦
ビ
ワ
マ
ス
の
魅
力
を
伝
え
る
動
画

　
→
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
ビ
ワ
マ
ス
を
愉
し
むw

ith

長
浜
」

　
　
（http://w

w
w
.biobiz.jp/n-biw

asalm
on/

）

　
　
で
紹
介
中

◦
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

◦
は
く
製

◦
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

問
市
立
長
浜
病
院

（
☎
６
８–

２
３
０
０〈
代
表
〉）

市立長浜病院 整形外科
廣瀬　伸次 先生

関
節
リ
ウ
マ
チ
の

　
　
　
治
療
に
つ
い
て

　
関
節
リ
ウ
マ
チ
は
、体
の
あ
ち

こ
ち
の
関
節
が
痛
く
な
る
病
気

で
、約
２
０
０
人
に
１
人
が
発
症

す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
従

来
は「
不
治
の
病
」と
言
わ
れ
、関

節
破
壊
が
進
行
し
て
い
き
、治
る

見
込
み
の
な
い
病
気
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
、10
年
ほ
ど
前
に
生
物

学
的
製
剤
が
登
場
し
て
以
来
、関

節
リ
ウ
マ
チ
の
治
療
は
劇
的
な

変
化
を
遂
げ
て
い
ま
す
。
生
物

学
的
製
剤
は
、最
新
の
バ
イ
オ
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
駆
使
し
て
開
発

さ
れ
た
薬
で
、関
節
リ
ウ
マ
チ
の

原
因
と
な
っ
て
い
る
炎
症
物
質

を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
、直
接
炎
症

を
抑
え
込
ん
で
し
ま
い
ま
す
。

　
生
物
学
的
製
剤
の
特
徴
は
、①

強
力
な
抗
炎
症
作
用
と
②
関
節

の
骨
の
破
壊
を
ほ
ぼ
完
全
に
抑

制
で
き
る
こ
と
の
２
点
で
す
。

そ
の
治
療
効
果
は
当
時
世
界
中

の
リ
ウ
マ
チ
医
が
驚
く
ほ
ど
劇

的
な
も
の
で
し
た
。
生
物
学
的

製
剤
は
、発
売
当
初
は
重
症
の
リ

ウ
マ
チ
患
者
さ
ん
に“
秘
密
兵

器
”と
し
て
使
わ
れ
て
い
ま
し
た

が
、最
近
で
は
早
期
か
ら
生
物
学

的
製
剤
を
使
用
す
る
こ
と
で
関

節
破
壊
を
止
め
、患
者
さ
ん
の
Ｑ

Ｏ
Ｌ（
生
活
の
質
）の
維
持
を
め

ざ
し
た
治
療
が
な
さ
れ
て
い
ま

す
。
も
ち
ろ
ん
、従
来
の
薬
剤
で

も
関
節
リ
ウ
マ
チ
の
症
状
や
進

行
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
場

合
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、生

物
学
的
製
剤
の
使
用
に
よ
り
、多

く
の
患
者
さ
ん
が
健
常
な
人
と

同
様
の
日
常
生
活
を
送
る
こ
と

が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

　

関
節
リ
ウ
マ
チ
の
治
療
は
従

来
の
Ｃ
Ａ
Ｒ
Ｅ（
手
当
て
）を
め

ざ
し
た
治
療
か
ら
、Ｃ
Ｕ
Ｒ
Ｅ

（
完
治
）を
め
ざ
し
た
治
療
の
時

代
に
な
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。

　
「
幸
せ
は
心
と
体
の
健
康
か
ら
」を

テ
ー
マ
に
、趣
向
を
凝
ら
し
た
催
し
が

い
っ
ぱ
い
で
す
。

　
ぜ
ひ
家
族
そ
ろ
っ
て
遊
び
に
き
て
く

だ
さ
い
！

　
ま
た
、市
の
特
定
健
診・
が
ん
健
診
の

予
約
も
受
付
け
ま
す
。

【
と　
き
】 

　
５
月
19
日（
日
）10
時
～
16
時

【
と
こ
ろ
】 

　
長
浜
バ
イ
オ
大
学（
田
村
町
）

【
内　
容
】

◦
体
の
ひ
ろ
ば
：
血
管
年
齢
測
定
、救
命

救
急
体
験
、歯
科
検
査
、骨
密
度
測
定
、

睡
眠・
い
び
き
相
談
、糖
尿
病
相
談
、血

糖
値
測
定
、が
ん
相
談
な
ど

◦
こ
ど
も
の
サ
イ
エ
ン
ス
：『
京
大
の
教

授
と
楽
し
く
語
る
サ
イ
エ
ン
ス
』、『
わ

か
る
か
な
？
バ
イ
オ
に
つ
い
て
み
ん
な

で
学
ぼ
う
』、『
３
Ｄ
で
人
体
の
中
を
探

検
し
て
み
よ
う
』

◦
０ゼ
ロ

次ジ

カ
フ
ェ（
健
康
講
座
）：『
Ｐ
Ｍ
2.5

の
健
康
影
響
』、『
月
経
と
う
ま
く
つ
き

あ
う
』、『
今
で
し
ょ
！
「
私
は
で
き

る
！
」の
魔
法
か
ら
』

◦
講
演
会
：『
認
知
症
：
ア
ル
ツ
ハ
イ

マ
ー
病
の
謎
に
挑
む
』、『
腸
内
細
菌
と

健
康
の
は
な
し
』

行
政
information

市立長浜病院　公開講座のお知らせ
〈がん・緩和ケアシリーズ　第１回公開講座〉

しこりを見つけてから検査・治療まで、あなたの不安にお応えし
ます。

【と　き】 ５月23日（木）　14時～ 15時
【ところ】 市立長浜病院　２階　講堂
【テーマ】  乳がんになったら ～あなたの不安にお応えします～
【講　師】 乳がん看護認定看護師　岩島　麻衣子
【対　象】 どなたでも　　　【参加費】 無料

健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催
し
ま
す
！

問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
健
康
づ
く
り
０ゼ

ロ
次ジ

ク
ラ
ブ
事
務
局（
☎
５
０–

３
１
９
１
）

◀はく製

▲キャラクター

◦
飲
食
ひ
ろ
ば
：
余
呉
そ
ば
、焼
き
そ
ば
、フ

ラ
ン
ク
フ
ル
ト
、ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
な
ど

◦
ち
び
っ
こ
ひ
ろ
ば
：
高
規
格
救
急
車
見

学
、光
る
メ
ダ
カ
の
観
察
、ダ
ブ
ル
ダ
ッ

チ
、ふ
わ
ふ
わ
怪
獣
な
ど

◦
献
血
バ
ス（
４
０
０
㎖
全
血
）

※�

内
容
に
つ
い
て
は
、一
部
変
更
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。問 がん相談支援センター（☎６８－２３５４）

行
政
information

『
お
た
っ
し
ゃ
券
』を
交
付
し
ま
す

問
申
長
浜
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
事
務
局〈
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
内
〉

（
☎
６
５–

７
８
２
２
）

 

ま
た
は
各
支
部
事
務
局
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観光ガイドの案内で長浜の”魅力”を再発見しよう！
★30周年の感謝を込めて、無料でガイドします！各施設の入場料もガイド協会が負担します。
　市内を巡る10コースをご提案。市民の皆さんの参加をお待ちしています！� 参加料無料（ただし保険料100円）

コ　　ー　　ス　　名 開　　　　催　　　　日
ガ　イ　ド　ス　ポ　ッ　ト　　◎は入館予定施設です

１．まちの賑わいめぐり ６月13日（木）、７月12日（金）、９月25日（水）、11月15日（金）
長浜駅東口( ９時30分集合)─出逢いの像─北国街道─安藤家─大手門通り─◎曳山博物館─◎大通寺─黒壁ガラス館

２．石田三成ゆかりの地めぐり ６月４日（火）、10月３日（木）、11月12日（火）、11月26日（火）
長浜駅東口( ９時集合)─(路線バス)─大原観音寺─(横山峠ハイキング)─三成出生地(石田)─(路線バス)─長浜駅

３．虎御前山、信長の陣跡ハイキング (弁当持参） ６月６日（木）、７月30日（火）、９月21日（土）、11月30日（土）
虎姫駅(10時30分集合）─虎姫時遊館─虎御前山(信長本陣)─河毛駅

４．江戸・明治の商家めぐり ６月８日（土）、６月９日（日）、８月３日（土）、８月４日（日）、
10月４日（金）、10月６日（日）

長浜駅東口(10時集合）─◎安藤家─河路家─今重屋敷─四居家ー文泉堂
５．姉川合戦・南岸ハイキング (弁当持参） ６月７日（金）、６月29日（土）、９月13日（金）、10月22日（火）

北郷里公民館( ９時30分集合）─遠藤喜右衛門の墓─竜ケ鼻ー陣杭の柳─勝山─順慶寺─上坂氏館跡─北郷里公民館

６．秀吉の城下町めぐり ７月25日（木）、８月８日（木）、８月10日（土）、８月11日（日）、
10月12日（土）、10月13日（日）

◎長浜城歴史博物館( ９時30分集合）─豊国神社─◎知善院─長浜八幡宮─妙法寺

７．先進技術を学ぶハイキング ６月25日（火）、７月23日（火）、７月26日（金）、８月21日（水）、
８月27日（火）、９月19日（木）、10月２日（水）、11月14日（木）

田村駅西口(９時集合）─◎バイオ大学─◎バイオインキュベーションセンター─びわこ大仏─◎ヤンマーミュージアム

８．長浜文明開化の地めぐり ６月５日（水）、６月26日（水）、７月27日（土）、８月17日（土）、
８月31日（土）、９月28日（土）、10月26日（土）、11月16日（土）

長浜駅西口( ９時30分集合）─◎慶雲館─◎旧長浜駅舎(鉄道スクエア)─船板塀─北国街道─開知学校─黒壁ガラス館
９．神照寺と国友鉄砲の里めぐり ７月６日（土）、９月６日（金）、９月27日（金）

神照寺( ９時集合）─下之郷子安観音─◎国友鉄砲の里資料館─国友町めぐり─(路線バス)─◎神照寺

10．国宝十一面観音と高月観音の里めぐり ８月４日（日）( ９時集合)、８月４日（日）（13時30分集合）、
９月29日（日）（９時集合）

高月駅東口─◎渡岸寺観音堂─◎高月歴史民俗資料館─◎柏原阿弥陀堂─◎高月観音堂─高月駅

※各コースとも基本的に午前スタートの半日（３～４時間）を予定しています。　　※行程中の交通費実費負担あり
※定員：各回20人 (定員になり次第締め切ります）　　※小学生以下は保護者同伴でお願いします。
※催行日一週間前に締切ります。最小催行人数５人に満たない場合、荒天の場合は中止、連絡します。

◆申込み・問合せは湖北観光情報センター四居家(☎６５－０３７０　FAX６５－０３８０)まで
希望コース、希望日、参加者名（保護者名）、住所、電話番号を連絡ください

主催：NPO法人　長浜観光ボランタリーガイド協会
後援：長浜市,	長浜市教育委員会,	長浜商工会議所,	長浜観光協会

第25回長浜市陸上競技大会の開催

淡海生涯カレッジ長浜校の受講生募集

中
国
家
庭
料
理
を
作
り
ま
し
ょ
う
！

テ
ニ
ス
教
室
を
開
催
し
ま
す

　
環
境
を
テ
ー
マ

に
、さ
ま
ざ
ま
な

フ
ィ
ー
ル
ド
で
の

体
験
的・
専
門
的

学
習
を
組
み
合
わ

せ
た
全
18
回
の
講

座
で
す
。
山
や
川

で
自
然
と
ふ
れ
あ

い
、高
校
で
学
生

に
戻
り
実
験
を

し
、長
浜
バ
イ
オ

大
学
で
最
先
端
の

話
に
触
れ
、身
近

な
自
然
環
境
や
バ

イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
つ
い
て
、新
た
な
仲
間
と

学
び
合
い
ま
せ
ん
か
。
ま
た
、一
日
体
験
講
座
も

実
施
し
ま
す
。

【
期　
　
間
】
６
月
15
日
～
12
月
14
日
の
土
曜
日

【
受
講
要
件
】
18
歳
以
上
の
通
学
可
能
な
人

【
定　
　
員
】
30
人

【
受
講
料
】
５
０
０
０
円（
全
18
回
）

【
申
込
方
法
】
５
月
31
日（
金
）ま
で
に
、氏
名・ふ

り
が
な・
年
齢・
郵
便
番
号・
住
所・
電
話
番
号
を

記
入
の
う
え
、は
が
き
、電
話
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、メ
ー
ル

等
で
申
込
み
く
だ
さ
い
。

※ 

詳
し
く
は
、左
記
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ・

４
月
中
旬
自
治
会
回
覧
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

　
バ
イ
オ
大
学
中
国
人
留
学
生
を
講
師
に
、中
国
料
理
教
室
を
開

催
し
ま
す
。

【
と　
き
】
５
月
18
日（
土
）10
時
30
分
～
13
時

【
と
こ
ろ
】
国
際
文
化
交
流
ハ
ウ
ス
Ｇ
Ｅ
Ｏ（
神
照
町
）

【
レ
シ
ピ
】
艽
菜
合
子（
中
国
ピ
ザ
）、中
華
ス
ー
プ
な
ど

【
講　
師
】
馮
麗
利
さ
ん

【
定　
員
】
15
人（
先
着
順
）

【
参
加
費
】
１
０
０
０
円

【
持
ち
物
】
エ
プ
ロ
ン

【
申
込
方
法
】 

５
月
12
日（
日
）ま
で
に
左
記
ま
で

【
と　
き
】 

５
月
22
日
、６
月
５
日
、12
日
、７
月
３
日
、17
日
、
31

日
、８
月
28
日
、９
月
４
日（
す
べ
て
水
曜
日
）

　
　
　

 　
19
時
30
分
～
21
時

【
と
こ
ろ
】
長
浜
ド
ー
ム
屋
内（
田
村
町
）

【
対　
象
】
13
歳
以
上
の
初
級
者

【
定　
員
】
24
人

【
費　
用
】
６
０
０
０
円（
全
８
回
）

【
申
込
方
法
】 ５
月
18
日（
土
）ま
で
に
①
氏
名
②
連
絡
先
を
メ
ー

ル
で
左
記
ま
で

【
と　
き
】
６
月
２
日（
日
）※
雨
天
決
行

【
と
こ
ろ
】 

浅
井
ふ
れ
あ
い
グ
ラ
ウ
ン
ド

（
大
依
町
）

【
対　
象
】

　
◆ 

市
内
在
住・在
勤
ま
た
は
通
学
し
て

い
る
小
学
４
年
生
以
上
の
人

　
◆ 

市
外
の
小
学
４
年
生
以
上
の
人

（
オ
ー
プ
ン
参
加
）

【
参
加
費
】
市
内
２
０
０
円
／
人

　
　
　
　

 

市
外
３
０
０
円
／
人

【
競
技
種
目
】 

各
年
代
男
女
別
に
１
０
０

ｍ
走
、リ
レ
ー
、走
り
幅
跳

び
な
ど　

※ 

１
０
０
ｍ
と
走
り
幅
跳
び
の
組
合
せ
で
、

２
種
目
出
場
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

【
申
込
締
切
】 ５
月
19
日（
日
）※
競
技
種

目
や
参
加
申
込
み
方
法
な

ど
、詳
し
く
は
左
記
ま
で

問
申
浅
井
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

（
☎
７
４–

３
３
５
５
）

問
申
淡
海
生
涯
カ
レ
ッ
ジ
長
浜
校
実
行
委
員
会

〈
生
涯
学
習・文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
内
〉

（
〒
５
２
６
―
８
５
０
１　
高
田
町
１
２
―
３
４

　
☎
６
５–

６
５
５
２　

６
５–

６
５
７
１

　
Eメールsyougaku@

city.nagaham
a.lg.jp

）

問
申
長
浜
テ
ニ
ス
協
会（

Eメールnagaham
atennis@

yahoo.co.jp

）

問
申
国
際
文
化
交
流
ハ
ウ
ス
Ｇ
Ｅ
Ｏ

（
☎

６
３–

４
４
０
０　
Eメールnifa_info@

ybb.ne.jp

）

長浜観光ボランタリーガイド協会　感謝の30周年記念事業

“長 浜 再 発 見”
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※平成25年４月１日現在

に
映
し
出
さ
れ
る
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
連

子
の
影
は
、
季
節
や
時
間
の
変
化
と

と
も
に
内
部
空
間
に
様
々
な
表
情
を

与
え
て
い
ま
す
。

　

建
物
内
部
は
、
各
柱
間
に
連れ

ん

子じ

窓ま
ど（

※
２
）を
設
け
、
天
井
を
設
け
ず
に

屋
根
の
傾
斜
が
そ
の
ま
ま
見
え
る
構

造
と
な
っ
て
い
ま
す
。
柱
上
に
は
組く

み

物も
の（

※
３
）を
組
ん
で
桁
を
受
け
、
虹こ
う

梁り
ょ
う（

※
４
）と
呼
ば
れ
る
梁
を
掛
け
て
棟む
な

木ぎ

を
支
え
て
い
ま
す
。
ま
た
垂た
る

木き

の

外
側
部
分
は
、
黒く

ろ
う
る
し漆

が
塗
ら
れ
、
さ

ら
に
先
端
は
金き

ん

鍍と

金き
ん

の
金
具
で
飾
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
唐
門
や
観
音
堂
に
比
べ
て
落
ち
着

い
た
雰
囲
気
の
建
物
で
す
が
、
連
子

窓
か
ら
射
し
込
む
光
に
よ
っ
て
床
面

　
宝
厳
寺
は
湖
上
に
浮
か
ぶ
竹
生
島

に
あ
っ
て
、
古
来
よ
り
西
国
三
十
三

所
観
音
霊
場
の
一
つ
と
し
て
巡
礼
が

さ
か
ん
で
、
多
く
の
信
仰
を
集
め
て

い
ま
す
。
境
内
に
は
、
国
宝
の
唐
門

を
は
じ
め
と
し
て
観
音
堂・渡わ

た
り
ろ
う廊（
低

屋
根
・
高
屋
根
）
の
重
要
文
化
財
建

造
物
が
建
ち
並
ん
で
い
ま
す
。

　
今
回
紹
介
す
る
渡
廊
は
、
観
音
堂

東
側
面
の
後
端
の
間
か
ら
国
宝
の
都

久
夫
須
麻
神
社
本
殿
西
側
面
を
つ
な

ぐ
廊
下
で
、
通
称
舟
廊
下
と
呼
ば
れ

て
い
ま
す
。
屋
根
は
切き

り
づ
ま
づ
く
り

妻
造
、
桧ひ
わ
だ皮

葺ぶ
き（

※
１
）、規
模
は
梁は
り
間ま

１
間
（
約
２・

７
ｍ
）、
桁け

た

行ゆ
き

10
間
（
約
25
ｍ
）
で
、

棟
の
高
さ
は
観
音
堂
側
の
桁
行
８
間

（
約
20
・
１
ｍ
）
が
低
く
、
神
社
本
殿

側
の
桁
行
２
間
（
約
４・
９
ｍ
）
が

高
く
な
っ
て
い
ま
す
。飾
金
具
に「
豊

国
大
明
神
御
唐
門
下
長
押
之
間
金

具
」
と
の
銘
が
あ
り
、
唐
門
と
と
も

に
慶
長
８
年
（
１
６
０
３
）
に
豊
国

廟
か
ら
移
築
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
床
下
は
が
け
地
に
建
つ
こ

と
か
ら
、「
清
水
の
舞
台
」
で
有
名

な
京
都
の
清
水
寺
本
堂
と
同
様
、
が

け
地
の
形
状
に
合
わ
せ
た
様
々
な
長

さ
の
柱
が
立
つ
懸か

け
づ
く
り造

と
呼
ば
れ
る
形

式
に
な
っ
て
い
ま
す
。

▲宝厳寺渡廊

▶
宝
厳
寺
渡
廊（
内
部
）

▶
宝
厳
寺
渡
廊（
床
下
）

問
文
化
財
保
護
セ
ン
タ
ー

　
　
（
☎
６
４–

０
３
９
５
）

シリーズ㉕

※
１　
桧
皮
葺
…
桧
の
皮
を
少
し
ず
つ
ず

ら
し
て
重
ね
て
葺
く
屋
根
材
料
。

※
２　
連
子
窓
…
細
い
角
材
を
縦
ま
た
は

横
に
並
べ
た
窓
。

※
３　
組
物
…
軒
を
支
え
る
部
材
。

※
４　
虹
梁
…
上
面
の
両
端
を
円
弧
状
に

仕
上
げ
た
梁
。

重要文化財
宝厳寺渡廊（低屋根・高屋根）

（早崎町）
明治34年３月27日指定

行
政
information

長
浜
市
多
文
化
共
生
の
ま
ち
づ
く
り
指
針
を

策
定
し
ま
し
た

問
市
民
協
働
推
進
課（
☎
６
５–

８
７
１
１
）

　
市
内
に
住
む
外
国
人
市
民
は
約
３
０
０
０
人
。
定
住
を
選
ぶ
人
も
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
外
国
人
市
民
が
日
本
人
市
民
と
と
も
に
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る『
多
文
化
共
生
の
ま
ち
づ

く
り
』を
進
め
る
た
め
、そ
の
参
考
と
な
る
基
本
的
な
方
針
を
策
定
し
ま
し
た
。

●
基
本
施
策

　
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援　

　
日
本
語
や
文
化・習
慣
を
学
べ
る
環
境
づ

く
り
と
、わ
か
り
や
す
い
情
報
提
供
、相
談

体
制
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

　
生
活
支
援　

　
子
育
て・教
育
体
制
の
充
実
や
労
働
環
境

の
整
備
を
行
う
ほ
か
、保
健
福
祉・
防
犯
防

災
な
ど
、安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
を
つ
く

り
ま
す
。

　
多
文
化
共
生
の
地
域
づ
く
り　

　

外
国
人
市
民
の
社
会
参
画
や
市
民
主
体

の
交
流
活
動
支
援
し
、多
文
化
共
生
の
意
識

づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　
多
文
化
共
生
の
推
進
体
制
の
整
備　

　
国・県・他
市
町
と
の
連
携
や
、行
政
と
住

民
と
の
協
働
に
よ
り
、多
文
化
共
生
を
推
進

す
る
体
制
を
整
え
ま
す
。

割引きについて

皆さんこんにちは！
買い物やサービスを利用するとき、「割引き」という

言葉を見聞きすることが多いですが、ブラジルにも日
本と同様、さまざまな「割引き」があります。
特に国のため、また子孫のために一生懸命働いてき

た高齢の人たちには、恩返しの気持ちを込めてたくさ
んの割引きが設けられており、無料のサービスもあり
ます。たとえば、ブラジルのどこへ行っても路線バス、
地下鉄、電車などは無料となっており、高速バスには高
齢者のための無料席が必ず２席用意されています。
また、住んでいる市や条件によって異なりますが、固

定資産税が無料となる場合もあります。
日本の映画館にはレディースデーやメンズデーなど

があり、もちろんシニアの割引料金もありますが、ブラ
ジルでは毎週水曜日、誰もが半額で映画を見ることが
できます。
他にも、サンパウロ市では失業者に対して「地下鉄乗

り放題きっぷ」を提供しています。この支給を受ける
には一定の条件がありますが、失業者が新しい仕事に
就くのを応援する意味合いがあるようです。新しい仕
事を始めた場合は、必ずそのきっぷを地下鉄会社に返
さなければなりません。

長浜市国際交流員
ソランジェ

☆ワンポイントポルトガル語講座☆
M

メ タ ー ヂ
etade d

ド
o p

プ レ ス
reço → 半額

◀ブラジル政府の健康推
進プログラムの１つとし
て、在宅医療を無料で受け
ることができます。

問市民協働推進課�（☎６５–８７１１）

●
基
本
理
念

　
す
べ
て
の
人
が
互
い
に
尊
重
し
、

多
様
な
文
化
が
息
づ
き
、

と
も
に
支
え
あ
う
ま
ち
づ
く
り

　

基
本
理
念
を
実
現
す
る
た
め
、「
多
文
化
共
生
の
意
識
づ

く
り
」・「
誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
」・「
い
き
い

き
と
輝
き
、夢
と
希
望
が
持
て
る
地
域
社
会
づ
く
り
」を
基

本
方
針
に
定
め
ま
す
。
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HP:http://www.ohmi.lawyers-office.jp

有料広告欄

結婚相談
【長浜地域】 ５月23日(木)18時～20時
 長浜市民交流センター

【浅井地域】 ５月24日(金)18時～20時
 湯田公民館

【びわ地域】 5月24日(金)19時30分～21時
 びわ公民館

【虎姫地域】 ５月24日(金)18時～20時
 時遊館

【湖北地域】 ５月15日(水)18時～20時
 湖北福祉ステーション・
 高齢者福祉センター

【高月地域】 ５月８日(水)13時～15時
 高月支所

【木之本地域】 ５月16日(木)15時～17時
 公立木之本公民館

【余呉地域】 ５月25日(土)13時～16時
 山村開発センター

【西浅井地域】 ５月15日(水)13時～15時
 西浅井公民館
問社会福祉課
　（☎６５－６５３６）
　市ホームページ
　「結婚相談」で検索
　またはQRコード

市民の皆さんのサークル・団体が行う催しを掲載します。
掲載希望の人は、掲載希望号の１か月前までに市民広報室（☎６５－６５０４）までご連絡ください。情報ひろば

♦きゃんせ土曜市
【と　き】 ５月11日（土）11時～13時
【ところ】 長浜地方卸売市場（田村町）
【内　容】 福引抽選会、特売セール、

うどん・そば・おにぎり・
いなり寿司コーナー

問長浜地方卸売市場（☎６３－４０００）

♦第29回賤ヶ岳まつり
【と　き】 5月12日（日）9時30分～15時
【ところ】 賤ヶ岳リフト駐車場（木之

本町大音）
【内　容】 ステージイベント、模擬店、

戦国茶コーナー、スタンプ
ラリー、賤ヶ岳合戦史談会、
餅まき・大抽選会

問賤ヶ岳まつり実行委員会事務局
（☎８２－５９０９）

♦にぎにぎ広場
先人の知恵を借りて毎日のごはんを
もっとおいしく、楽しく♪『食べる』
にまつわる手作業など、みんなで楽し
みましょう。

【と　き】 5月16日（木）、6月20日（木）
 10時30分～13時

【ところ】 鳥羽上町の古民家ほか
【対　象】 どなたでも（子ども連れ大

歓迎）
【内　容】 季節ごとの手仕事、畑仕事、

食のおしゃべり会など
 （５月：おにぎりづくり、
 　６月：ぬか床づくり）

【参加費】 300円
問 申ごはん大すき！にぎにぎの会 北村
　（☎６２－１７８６）

♦一日回峰行
歴史と季節を小谷山山麓で体感くださ
い。

【と　き】 ５月18日（土）９時～
 ※悪天候時５月26日（日）

【集合場所】 五先賢の館（北野町）
【対　象】 小学生以上（３年生以下は

保護者同伴）
【定　員】 70人（先着順）
【参加費】 500円（小中学生無料）
【申込み】 ５月14日（火）までに氏名・

住所・電話番号を電話また
はFAX、Eメールで下記まで。

問 申五先賢の館
　（☎７４－０５６０　FAX７４－０９１０
　 Eメール gosenken@zd.ztv.ne.jp）

♦サンサンクラブ（工作教室）
【と　き】 ５月18日（土）
　　　　　13時30分～15時

【ところ】 サンサンランド（地福寺町）
【内　容】 コロコロリングの作成
【対　象】 市内在住の小学生
【持ち物】 手ふきタオル、上靴、はさみ、

のり、水筒（お茶）
【参加費】 子ども1人100円（当日集金）
【申込み】 ５月９日（木）から電話か下

記まで直接（定員20人、先
着順）

問 申サンサンランド
　（☎６２－３７１２または６５－６４３３）

♦おはなし会
ボランティアグループ「赤ずきんちゃ
ん」による劇やお話を楽しみましょう。

【と　き】 ５月31日（金）10時30分～
11時15分

【ところ】 のびのびらんど子育て支援
センター（八木浜町）

【対　象】 市内在住の１歳半以上の未
就園児とその保護者

【定　員】 50組（先着順）
【参加費】 子ども1人100円（当日集金）
【申込み】 ５月７日（火）～15日（水）に

①住所②電話番号③参加親
子氏名④生年月日電話また
は直接下記まで。

受付時間：窓口９時30分～15時、
　　　　　電話13時～15時
問 申のびのびらんど子育て支援センター
　（☎７２－８１７７）

♦田んぼアートに挑戦
田んぼをキャンパスに見立て、黒い古
代米の稲と普通の稲を使って元三大師
のお札「角大師」を描きましょう。

【と　き】 ５月26日（日）９時～14時
【集合場所】 虎御前山公園（中野町）
【定　員】 200人（先着順）
【参加費】 500円（保険料込）
 高校生以下無料

【持ち物】 田植えのできる服装、着替
え、タオル、雨具

※昼食はおにぎりを用意します。
問 申虎姫地域づくり協議会〈虎姫公民
館内〉 （☎７３－２２７３）

講座・教室
♦健康教室

【と　き】 ５月９日（木）13時30分～
【ところ】 米原公民館（米原市下多良）
【テーマ】 「食中毒の予防について」
※参加費無料・申込不要
問湖北医師会（☎６５－３６００）

♦胎教ミニ音楽会とマタニティ講座
赤ちゃん人形でトライ！妊婦体験もで
きます。

【と　き】 6月1日（土）
 10時～11時30分

【ところ】 サンサンランド（地福寺町）
【講　師】 佐藤啓子・中川留美子助産師
【対　象】 市内在住・在勤の妊婦とそ

の家族
※お父さんになる人も歓迎！

【定　員】 20人（先着順）
【参加費】 １人100円
問 申生涯学習・文化スポーツ課
　（☎６５－６５５２）

♦グリーンカーテンのつくり方講座
夏の日差しを遮断し、省エネに役立つ

「グリーンカーテン」のつくり方を学びま
せんか。参加者にはゴーヤの苗を10株
配布し、家庭で実践していただきます。
①【と　き】 ６月１日（土）10時～10時

45分　11時～11時45分
　【ところ】 六荘公民館駐車場（勝町）
②【と　き】 ６月２日（日）10時～10時

45分　11時～11時45分
　【ところ】 琵琶湖水鳥・湿地センター

（湖北町今西）
【定　員】 各20人（先着順）
 （20人×４回＝計80人）

【参加費】 無料
【申込み】 ５月30日（木）までに住所・

氏名・電話番号・希望する
場 所 と 時 間 を 電 話 ま た は
FAXで下記まで

問 申環境保全課
　（☎６５－６５１３　FAX６５－６５７１）

募　集
♦長濱ゆう歌舞伎
　役者・スタッフ募集説明会
11月２日（土）・３日（日）に開催する「第
17回長濱ゆう歌舞伎公演」に出演しま
せんか。

【と　き】 ５月25日（土）19時～
【ところ】 長浜公民館（高田町）
※高校生以上に限ります。
未経験者歓迎！
問渡辺（☎６２－３７７６）

♦埋蔵文化財調査の作業員募集
市内の遺跡の発掘調査などに従事する
作業員に登録しませんか。
希望者は随時受付けます。下記まで問
合せください。
問文化財保護センター（☎６４－０３９５）

♦全国戦没者追悼式への参列者募集
８月15日（木）に日本武道館で開催予定
の全国戦没者追悼式に参列する遺族を

募集します。
【対　象】 原則として戦没者の配偶者、

子、父母、兄弟姉妹、孫で８月
14日（水）～15日（木）の１泊
２日の団体行動ができる人。

【定　員】 50人（応募多数の場合抽選）
【参加費】 5,000円程度
【応募方法】 はがきに①郵便番号、住所、

氏名、生年月日、性別、戦
没 者 と の 続 柄、 電 話 番 号 
②戦没者の氏名、本籍都道
府県名、陸・海軍の別を記
入して下記まで（５月31日

（金）当日消印有効）
問 申滋賀県健康福祉政策課　保護・援
護担当（☎０７７―５２８－３５１４
〒520-8577 大津市京町四丁目1－1）

不用品交換情報（４月15日現在）
♦ください（無料）
○携帯用充電器○オープンリールレ
コーダー○子ども用自転車○トラン
ク○大人用自転車○ワープロ○豆炭
あんか○冷蔵庫○木製のうす○炊飯
器○チャイルドシート○コーヒー
メーカー○プロパン用ガスレンジ○
車椅子○卓上ミシン○物干し台○電
動丸型のこぎり○整理たんす○食器
棚○電動自転車○ロフトベッド○オ
ルガン○ウィンドウクーラー○小型
テーブル○藁切り機○手押し式耕運
機○ビニールハウス組立用の芯○ガ
ス釜○ピアノ○３Ｂ体操セット○全
自動洗濯機○婦人用自転車○都市ガ
ス用ガスレンジ○クーラー○テレビ
ボード
♦ゆずってください（有料）
○子ども用自転車○冷蔵庫○炊飯器
○ミニ耕運機○電動自転車○葉刈り
用三脚○手押し式耕運機○ビニール
ハウス組立用の芯○ガス釜○都市ガ
ス用ガスレンジ
♦あげます（無料）
○六畳の上敷き○コップ○湯呑み茶
碗○椅子○水屋○火鉢○木製のうす
と杵○ルーパーラティス○オーディ
オラック○学習机○洗面台○石油
ファンヒーター○電気あんか○鍋
♦ゆずります（有料）
○アップライトピアノ○サウンドメ
リー○電気炊飯器（３合）○ポリタ
ンク（60Ｌ）○電気ポット○大人用
三輪車○大人用二輪車○窓用クー
ラー○ソファーベッド○バレーボー
ル用シューズ（21cm、赤）○ベビー
だんす○カラー BOX○ギター

※現物は保管していません。
問環境保全課（☎６５−６５１３）

長浜米原休日急患診療所
５・６月の診療日のお知らせ

【診療日】 ５月３日、４日、５日、６日、
12日、19日、26日

 ６月２日、９日、16日、
 23日、30日

【診療時間】 ９時～18時
【受付時間】 ８時30分～11時30分
 12時30分～17時30分

【場　所】 宮司町１１８１－２
【電話番号】 ６５－１５２５
※ 受診時は保険証・お薬手帳をお忘れ

なく。
問健康推進課（☎６５－７７７９）

女性の悩み相談（要予約）
【と　き】 ５月７日（火） 10時～14時
 ５月18日（土） 12時～16時

【ところ】 市民交流センター相談室
【相談員】 下地久美子さん（臨床心理士）
【料　金】 無料
※託児あり（要予約）、秘密厳守
申平日：人権施策推進課
　　　（☎６５－６５５６専用ダイヤル）
　土日：市民交流センター
　　　（☎６５－３３６６）

催し・行事
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「広報ながはま」は、各自治会を通じてお届けすることを原則としていますが、市民交流セ
ンターや図書館、公民館など市の公共施設にも設置しています。市のホームページでもご覧
いただけます。点字広報、声の広報を作成していますので、ご希望の人は市民広報室まで。
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※このコーナーでは、市内在住のお子さんたちの写真を掲載します。
　笑顔と元気あふれるお子さんたちの写真を募集しています。
　掲載を希望する人は市民広報室（☎６５－６５０４）まで申込みください。

2 特集
子どもの遊びを考える
～冒険遊び場を通じて～

6 行政出前講座
14 ながはま見聞録

長浜曳山まつり
30 情報ひろば
32 ときめ輝びと

下村 浩司さん

　長浜曳山まつりで振付・太夫・三味線の三
役を養成する「三役修業塾」。開講したのは
平成２年３月で、かつては三役を市外から招
いていましたが、今年は出番山４山のうち３
山で塾生が活躍しています。「地元のまつり
は地元の人の手で作りあげたい」という思い
から始まったこの塾に、下村さんは一期生と
して入塾し、研鑽を積み、いまでは三味線の
講師として塾生を指導しています。
　子どもの頃は役者として鳳凰山の舞台に
立ったこともあるという下村さんは、生粋の
“長浜人”。その言葉からは、曳山まつりへの
強い思いと三味線弾きとしての情熱が感じ

られます。
　「歌舞伎を演じる子どもたちを輝かせるの
が私たちの役目です。子どもたちの渾身の
演技に太夫や三味線をのせる。そうするこ
とで観客から拍手が沸き起こる。それには
役者と太夫・三味線との“キャッチボール”が
必要です。役者が悲しそうな声を出した時
には悲しげな音を、怒りの場面には怒りの音
を。子ども役者と私たちが一緒に歌舞伎を
作りあげるのです。」
　そう話す下村さんも駆け出しの頃は、子ど
も役者に素人だと見破られ、情けない思いを
したこともありました。また、仕事を持ちな

がら三味線の稽古や指導に取り組むのは並
大抵のことではありません。それでも今日
まで続けてこられたのは三味線が“難しいか
ら”だと言います。
　「やってもやっても次々に克服すべき課題
が出てきます。だからこそ、やめられない。
いつか、プロの音を出せるようになるのが目
標です。」
　子ども歌舞伎の三役全員を「三役修業塾」
の塾生で…そんな下村さんの夢が実現する
日もそう遠くはなさそうです。

子どもと一緒に
　歌舞伎を演じる
豊澤賀祝こと
下村  浩司さん（元浜町）
三役修行塾　講師

撮影場所：長浜文化芸術会館
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平成25年４月１日現在　　人口　123,335人　　男　60,311人　　女　63,024人　　世帯数　44,275世帯
平成25年３月中の異動　　転入　469人　　転出　639人　　出生　86人　　死亡　135人　　婚姻　59件
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